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I H クッキンヴヒーター (ま庭用) 


取お説明書 [ j 呆証書别添付 
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トッププレート幅7曰 cm 

I H-334HTX(S) 


トッププレート幅60 cm 

I H — 334TX 做 
1H-334TX(B) 



•このたびは！ H クッキンヴヒーターをお買い上げいただ言まして、まことにありがとラございます。 

•安をにご使巧いただくため、ご使巧前にこの説明蠻をよくお読かのうえ、十分理解いただき正しく 
お使い < ださい。 

• この取扱説明書は、いつでも利巧できる場所に大切に保管いただき、必要なときにお読かください。 
• この機器には別添の保証靈がついています。 

保 i 正書に記載してあるお買い上げ曰、販売店などの記入、保証巧容を確かめて保管してください。 

• 来客者などがこの商品を使巧するときは、その前に必ず取扱説明書の内容を説明してください。 

♦本書を紛失された場合やごで巧な点があれば、お買い求めをまたは、もよりの「お客様ごす目談窓□」 
(別紙記載)にお問い合わだください。 

參設置説日月書を工事店または施工主よリ必ずお受け取リ< ださい。 

• この商品を使巧できるのは日本国内のかで、国外では使巧できまだん。 

Tnis appi lance is designed for domestic use in japan only and cannot be uesd in any other country. 

設置説明書別添イ寸 
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調理やの义力がひと目でねかる。 9段階の义力に 
応じて光るパワーサイン表を P 14 J 
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揚げ物や炒め物調理中に、 

一定時間本体か6離れると、 
光たンサーで人がいないことを 
検巧して、安をのため义力のお 
下または加熱を停止し 
「ついうっかり」を P ち止しまず。 


光たンサ— 



田人が戻つてきたとき 

音声で「調理中はそばを離れないでください J 
または加熱中のヒーターをおミ日らだしまず。 


カウンタートツプとの 
段善をおさえて、 

鍋の移動ちスムーブな 
たミフラットタイプ 




wmjMM 

操作內容や注藏寧項を 
わかりやず<窘弄で 
ぉ知6せ。 

因音量はお好かにより 
3段階に謂節でまます。 

P29 つ 



•焼さ魚か6ヘルシー調理まで 
イニューを選んでき動で焼さ上げ/ 


® 「温度」「時間」を選んでお粟子作リか6 
スーブン乂ニューまで焼ま上げ/ 


ヘルシーフライ 

調理済みの天ぶ6やフライの系巧な油を 
落として、サツクリ自動であたため 

r* P22 1 


SS を130〜280での ^ 

一定温度でコントロールして加熱 

〔"♦ P24 


がを魚な乂;:ター、 


を焼き 


3 切身/干物 3 つけ焼ま 


迦 諭 樣 






H ヘルシーフライ 5ピザ 




日焼さなす 


•ワイドグゾルでさんま日尾を一度に 
自動焼ま上げ/ 

•水あ0 . かなしのどち6でもお使い 
いただけます。 

使い滕手により使い巧けて<ださい。 

[今 P20 


® 気になる煙-ニオイをかな<ずる脱煙機能 








































使むが > ずい高义力 

I H 高义力だか6、食材の旨かを閉じ 
込めたまま素早 < 調理。 

ますこ、 义力の立ち上がリも早いか6、 
お料理もスピーデイーになりまず。 


熱効率のよい圧田のしくみ 



I H とはインダクションヒーティンヴ 
( 舉破誘導加熱）のことです。 

磁力線の働さで鍋自体を発熱させる仕組 
みなので高义力が経ミき的に得弓れます。 


火を俊わないク ツずング 

I H は吹さこぼれても炎が消えるむ配 
があリません。 

さ6に、方一のため安を機能电巧実し 
ていまず。 


家言わこうれしい省エネ 


熱効率が高いので時間ちコストも節約。 
調理時間もスピーデイーに。夏場でも 
涼しく調理できます。 

さ6に才ートパワーオフ機能がついて、 
待機時消費電力も0(たで)の省エネ設計です。 
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特に注意レていたださたい 
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お使いになる人や他の人へのを善や財産への損塞を未然に防止するため、必ずお守リいただ<ことを 
説明しています。よ<ご理辭いただま正しくご使巧ください。 

■表示の巧容を無視して、誤った取が及いをしたとまに生ずるを害や損蕃の程度により、つぎのよラに 
区巧して説 B 月していまず。 




アース按巧 


♦アースを確実に取り付ける 

アースの 取り巧けは電気工率店 
または取お店にごネ目談 < ださい。 


Q 


♦絶対に分解-修理-巧造は行わない 

(故障したとさは、電源スイツチとブレー 
力一 を 「切」にして使用を中止し、すぐ 
に修理を依頼してください。 

修理はお買ホめ先にご抱談ください） 
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♦「高温注意ランプ」が点な、点滅やは 
トツププレ--卜がその周逆の金属部 
に触れない 

(やけどの原因にな口まず） 




「高温を意ランプ」点灯中 
および点滅やは特に'ま意^ 


y 、 


_ I 


トツブプレ*-卜に強い衝擊 （ 上に 
乗った,:)、 物を落とずなど）を加 
えなし、 

(ひびび入った|ん割れた塌合、異常動 
作や感電の原因にな口ます） 

今ひび割れが生じた場合、题源スイツチ 
とブレーカーを「切」にして使巧を中 
止し、すぐに修理を巧頼してくだをい。 
修理はお買ホめをにご相試 < ださい。 


♦ トッププレートの上に銷 • がかん- 
フライパン W 外の物を霞かない 
•力む、ジ ト コン□-ボンベ-定詰 
( 誤って加熱されると爆発の原因にな9ます》 

•アルミ遺鍋 

(巧輕①原因になります） 

•アルミ遺や金厲のスブーン • フォーク 
(やけどの原因になります） 

•レトルトパック- 
内側にアルミ道を P ぶった紙パック 
(けが-やけど-発义の原因になりまず） 

•巧間-雑誌-ふきんなど燃えやすい物 
(発义の原因になります） 

•ラジェントヒーターに直巧貧巧を敏だ 

て調理しない 

(义がの原因になりまず） 

♦本体に水をかけない 

( やけど-感霉-けがの原因になリます） 



呼へ |[ if 


♦可燃物をトップブレートに歷いたり 
近づけない 

•ふきん、紙バック、貪詰トレイなど 
( 义おの原因になります） 



♦幼い子どもだけで使わ巧たリ幼巧 
に觸れさせない 

また、取り扱いの不慣れな方だけ 
で使わだない 

( がけど-感電-けがの原因にな U まず） 

♦吸-排気□カバ…がずま間にピン 
や針金などの異物または指を入れ 
ない 

( 感電や異常動作によるけがの原因に 
な口まず） 


♦みそ汁-カレーなどを煮たり温め 
たリずるときは、力日熱前にかき混 
だ、如熱中も转々かま混だる 

•水や調理物を加熱していると、突然 
沸騰して飛び散ることがありまず。 

( やけどやけがの原因になリまず） 


♦使巧後は、必ず電源スイツチを切る 

( 义おの原因になリまず》 

•長期でだのときはブレーカーも切る 


グ^^;夕^ 

• ェ'爲 


♦也臟巧ペース乂一力一をお使いの方は、 
本製品のご使巧にあたって医師とよく 
ご相談 < ださい。 


( 本製品の動作がぺース乂一力一に 
影蠻をちえることびあ口まず） 


り 









主意していただまたいこと (必ずお制く規因 


—7 巧诏写巧てで:マ:—‘ 


Y V/ 巧が '/: 

I r / 、y ■ゴバぐ マ 


♦揚げ物調理 ♦ 

、 

/ C \ ♦他の器具（ガスこんろ）が 感 

♦ミ 由煙がをく出たらすぐに 

他のヒーターであ 6 かじめ 1 

U 觀 スイクチを切る 

舶熱した油を使わない 

胃 ^ ( 加熱を続けると発义しまず） 

( 温度制御装壓が正し<働かず义おの 
原因にな 0 まず） 1 

々揚げ物調理やは油の飛び散りに 

•揚げ物調理は、必ず乂ニューキーで 1 

を意し、顔を近づけない 

巧ぅ l -^ PIS ) 

し... . . 

(油が飛び散って、やけどの原因にな 
口まず。） 

J 


令ヴ U ル調理令 

#令使销後は、ヴ U ル受け皿•ヴゾル 
焼き綱に残った調理物、たまった 
脂などを取リ陈く P 251 

( 温度検ミ日が正しく働かず発义の原因に 
な口ます） 

め連続使巧ずるときは、そのつど取り除 
いて < ださし、 


# 


み万*"-*、発煙•発义したとまは 
ずぐに電源スイツチを巧る 
® おが消えるまでヴリル靡を引き出 
さない 

(空気が入 U 、 おが大ま<な口ます） 
•ヴリル爾（方ラス窓）に水をかけない 
( ガラスが割れる原因になりまず） 


々使用中はそばを離れない 
また、必要 W 上に加熱しなし、 

(発义の原因になりまず） 

々本体から灘れるとまは、必ず護源スイツ 
チを切る 

令使用中、使用後しば 6 くは、ヴリル 
扉などの喬漏部に觸れない 
(やけどの原因になりまず） 

^ヴ U ル使用中、使巧後にヴ U ル靡と 
その局辺が高温でもトツププレートの 
「窩温ミち憲 J ランブは点巧しません。 
ご注憲くだをい。 

み扉スイツチ巧に異物を入れない 

{ 本体の故膳が感電の原因になリまず） 




か調理-湯沸かし W タトの目的で使わ 

ない 

( 過熱-異常動作によるやけどや発义 
の原因になりまず） 

み本体前方に物を霞かない 

(义おの原因になリます） 


♦吸•排気□や吸 
ふさがない 


排気 □わバーは 


♦トツフブレ"-卜の上で直接調理を 
しない 

※ラジェントヒーターで魚を焼いたり、 
レよさゆや汁などがたれる調理を 
しないで<だをい 

( 発义や異常動作の原因になリまず） 

♦ I H ヒーターで アルミ製容器 
(〇どんなどが入った簡易鍋）を 
加熱しない 

X ラジェントヒ••"夕一•で如熱ずるか、 

I H 巧応錦に巧して力 Q 熱してくだをい 
( やけどや器具の故障の原因になジます） 


〇 


G 


々 i 固の下に紙やミちれ防止方パ-"など 
を敷かない 

(温度調節機能が正し<働かず、焦げ 
た9発义の原因になリまず） 

令錦をで安定なが態にしない 

( トッププレートのふちにのリ上げて 
いると落下などによ0、けがややけ 
どの原因にな U ます） 

々空だましたリ、週熱しずぎない 
(やけど-銅の破損-本体のが障の 
原因にな口まず） 

X 魏の中に水を入れずにレトルト貪品巧 
アルミパック食品などを細熱しないで 
<だまし、 

※フライパンの予熱などは、援<加熱し 
ないで < ださし、 

♦ トッププレートは使南後しば6< 
の間熱くな ってい るため手を触れ 
ない 

また、錦 - i 固の取っ手などの高温 
部に離れない 

(やけどの原因になリまず） 








ご使用上のお願い 


天面の操作部に鍋を置かない 

• 天面の操作部に鍋底が自もれたリすると誤動作 
することがあリます。 

すぐに鍋をおリ條いてください。 


ビルトイン型スーブンレンジと總みをねだて 
使巧の場をは、ヴ U ル取っ手の温度にミ主意する 

•才ーブンレンジの加熱調理によって、グリル 
取っ手が熱 < なる場さがあリまず。 


トツププレートに重いものをのせない 

• トツププレートにひび割れやそ U が起こ0、 
巧瞻の原因にな0ます。 

•使巧でさる重さは、内容物を含めてをち 
それぞれ2 0 kg まででず。 

•使巧しないときも、重いものをのだないで 
ください。 


トツブブレ-*卜の上で 、I H ジ1^~を夕飯器など 
電磁誘導加熱の調理機器を使わない 

■磁力線により器具が故障する原因になりまず。 


ヴゾル焼き網の前後を逆にしてた、ジトしない 

•グリル扉が破損したリ、ヴリル扉の引き出しが 
できな < なる原因とな0ます。 


ヴ U ル扉を持ち上げなが6引さ出した IJ )、 

5リル扉を引き出したが態で物をのだたん 
上から強い力を加えない 

• ヴリル扉やヴリル受け皿が落下してけがを 
したり、器具を破損する原因になリます。 


トツププレートなどに酸の強い食品が巧いた 
場含は早めにふきおる 

•ジゎム*レモン汁*梅を使った食品などをち女置 
すると、トツププレ*-卜が変をする原因になり 
ます。 


トツブブレートの枠を錦底でこずつたり、 
トツプブレートのがに熱いなべを置かない 

■ステンレスの傷巧き、変色の原因になります。 


卜 、ジブ フレートや鍋底がめれたが態で 
加熱しない 

•錦底か6湯気び吹き出し、がけどのおそれが 
あ U ます。 


トツフフレートの上に鋼のふたや調理巧の 
受皿などを置かない 

♦ヒーターが入ると力日熱され义おや故障の原因に 
なリまず。 


ヴリル受け皿にアルミ道が市號の 
ヴ U ル若を入れない 

•発煙*発义*やけどの原因になリます。 


油の飛び散りを少な<ずるために 

♦巧料をまちんと下ごし6えする。 

•鍋の內側に水滴が付いたまま油を入れない。 

•油温が適温にな6ないうちに材料を入れない。 
(油温が上がって<ると、油が飛び散口ます。） 


磁気の影響を受けがずいわのをおづけない 




キトッシュカード-テレホンカード-自動巧ホし 
巧定期券*フロッピ~ディスク-テープなどを 
トツププレートの上にのだると、記憶が消える 
おそれがあリまず。 


害虫（づキブリなど）が製品内に慢入する 
とが障の原因にな U ます。 


• 雑音や誤動作のおそれがあリ•まず。 


♦ 適切な環境下でご使用 < ださい。 


ノ 




















使える銅について 


• ネオ醫や底のおがによじ、使える錦と使えない錦がありまず。 

重同は、廚'団ま人製品をを協を認定の('国細) f 園日囚 ] (園邸 HEO ) 
マークがついた錦をおずずめしまず。 

•鍋直の薄い电のや底が反っているフライパンは、強义でず熱ずると 
ホ熱する場合があ U まず。 

• I H ヒーターで使えないアルミや銅鍋が使えまずが、！ H ヒーターに 
比べヒ-••ター义力は弱くな口まず。 


H ヒー^ 


新しく購入ずるとき 

表示マ…クを確認 
r—：=rr してください。 


逼舰廈0田）磨度阻励 



:が'お::.：'::'：み:.:.:.;::.：':.;：'.:':み.::';:''ザ 

ラジェントヒータ- 


鉄、鉄錶物 
耐熱ホ*— 







ステンレス 




ち磁性ステンレス 
18-0 

{磁石がつ< ) 
一曆銅 

18-8-18-10 
( 磁石がつかない） 


を腐鋼鍋 
(クラッド鍋） 



B 



アルミ道鍋 
ラどん、よせ鍋 


々ぶ汽燕み .. 

續論を纖 


iSi 



* 底の摩さが1 mm を超无ると、 
义力が弱 < なったり使えな 
いものがあリまず。 


® 3囑であいだに鉄を挟んで 
いるものや、底が1 S -0 
ステンレスのもの（磁石が 
つく）は使えまず。 

® 種類によっては义力が弱く 
なったリ使えないものがあ 
9まず。 


® アルミ遣錦は 「I H 巧」と 
表示されていてを使わない。 
• I H ヒーターが異勒こ富温 
になり本製品がが障します。 





耐熱ガラス 
陶磁器 

(±鍋‘たラミックス銅） 





±鍋の陶磁器は 「 J H 用」と表を 
されていて电使わない。 

おがなどによっては、本製品が巧障 
しまず。 

I H ヒー•夕一が高温になると通電を 
コント□ールして义力が弱<な0、 
ラまく調理できまだん。 


• ±鍋の底がずれると、 
トッププレートを傷巧ける 
ことがあります。 

•耐熱ガラスの鍋は割れる 
ことがあらます。 


揚げ物には、必ず巧屬の天ぶ5鍋をお使いください。 r ^ P 9 ,Pls I 
使える錦で电、巧質や錦底の厚み、直径•形状によリ、义力が弱くなリまず。 














くが 


I H ヒーター 





フジエントヒーター 


•底が平らで厚手の鍋が適していまず。 
* 直径1 8 cmJ - U 下の鍋が使えまず。 





•直径12 cm 未満の銅 
( トツププレート中央の囲か下） 


中華銅など 
底の丸いもの 


約 3 m mW 上の反0や脚びあるもの 

-ご J _ が)3關け上 •:— 


鍋底の居さが 0.6 mmUrF のものは 
銅底が反ることがあリます。 


H ヒーターで使えないかさなミルクパンなど） 


’耐熱ホー □ - LU タトのホー □ —躺 
’鍋底に凹凸がある鍋 
ヒーターの損傷や寿命を縮める原因 
になリます。 




i ガス直义巧応タトの銅 

‘直义巧魚焼器（ホ- □—) は 
トツププレートに溶着する 
可能性があるので使巧しな 
いで < ださい。 


畫同の見分け方 


1 H ヒータ-"で使える鍋かどうかを見分ける簡単な方法 


inm 



使える鍋のと定 


トツププレートの光るパワーサインが赤色で点灯。 

^ 填が 




蠻切/入キーを巧す 

•ヒーター表示部に「6」が 
点減し东ず。 


喔义力調節キーを押す 


• ヒーターに通輩されます。 


(巧るバワーサイン） 

確認した6、ずぐに切/入キーを押して 
通聖を切る。 

•使える鍋と見分けても、巧質やおがに 
よっては义力が弱<なる場さがあります。 


X 使えない鍋のとき 


トツププレート①光るパワーサインが緑色で点滅。 
銅無し自動 OFF 機能が働き、鍋は加熱され 
まだん。 



が J - 




(光るパワーサイン） 

約1分後に光るパワーサインが消巧し、 
自動的に通電が止まリまず。 


同じ鍋でもを•ち I H ヒーターで义力が異なる場合があリます。 

またかさい鍋や錦の巧質によっては通電できる場合とできない場合があリます。 
























ラジエントヒーター 1. 25 kW 

•発熱線で熱を発して加熱しますので、 I H 
ヒ-夕-で傻えないアルミ錦か銅鍋が 
使えます。 

使いかた19’27ぺ—ジ 


左ヒータ ー （ 1 H ヒ-夕 -) 3 kW 

矮 

您 

殘 

r 、 

ちヒーター （ 1 H ヒ-夕 -) 3 kW 

の 煮る、ゆでる、焼く、炒める、蒸ず、 

錢 

慰 

©煮る、ゆでる、焼く、炒める、藻ず、 

潔を沸かすなどの加熱調理、揚げ物調理に 

唆 

湯を沸かすなどの加熱調理、摄げ物調理に 

使いまず。 

錢 

使いまず。 

使いかた13〜18 .27 ぺ-ジ 

V .. . -V 

猿 

踏 

礎 

使いかた13〜18 *27 ぺ—ジ 


接 


高温注意衰を 

め使巧後や電源を切つた後ち 
プレー トが熱い間は点滅して 
おそ日6せしまず。 

•温度が下がると自動的に 
消灼します。 

か左ちヒータ"-、ラジェント 
ヒーター通擊は点巧します。 
©グリルヒーターは通擊中でも 
点巧しまだん。 




光る パつー サイン 

® 左ちヒータ…の加穀を 
お巧6だしまず。 


天面操作部 

® 鍋の中を見なが6 
操1ちができまず。 


光たンサー 

• 揚げ物や炒め物調理やに一定時間本体から 
離れると、光 t ンサーで人がいないことを 
検知してまきのため义力の位 F ま/■こは加熱を 
停止し、「ついラつかり1を P ち止します。 


ヴ U ル (巧面焼ま•負®ヴリル） 

1. 85 kW 《別に贼媒巧ヒータ ー300 W 

•お好かによリ、水あり水なしどち6でも 
お使いいただけます。 

使いかた20〜2目 -28 ベ—ジ 


■嫌！為天ぶら銅い個> 

•欄ず物調理!こは必ず使巧してください。 

X 天ぶら鋼こ巧厲の注意響をお読みください。 

巧属の天ぶら鍋!: U タトを使用すると、温度調節 
機能が正レ<働かず、ミ由の温度が上が。すぎて 
火災の原圆こなリまず。 

• 擲ブ物調理 W タトには使巧しないでください。 

( ^がはがれる場をがあ。ます) 

•揚げ物調理を左ち同時に使巧ずる場台は、 

専巧の天ぷ6鍋を追加でお買いホめくださし、。 
(天ぷら尊巧錦:型番 IH - W ) 









































安を赚龍 


巧'.、;を 


すべての ヒーターに 働さます 



左ちヒータ - H こ働きます 



ヴリルに働さます 



ラジエントヒーターに働さまず 



電源スイツチに働きまず 


■切り忘れ P ち止機能 

切り忘れて电、最終キー操作後一定時間が過ぎると、 
自動的に通輩を停止しまず。 

•を ヒーター . 約45お 

•ちヒーター . 約45お 

•5 ジェントヒーター •.•• 約45分 

•グリル . 約3 0お 

(ヴリル操作キーを押したときか6約3 0巧徽こ作動します。) 

X タイマーむットしている とさは、 タイマーたット 

時間まで停止しまだん。 _ 

■オール□ック(チトイルド□ック)機能 (}♦ P30] 

左ヒーター操作部タイマーキーを約2秒間押し続けると、 
オール□ツクランプが点'灯し□ツクとな口ます。 

かさなおテさまがいるご家庭でち安むでず。 


■ 湿度過昇防止機能 

調理中、鍋底の温度が異常に上がると、き動的に 
通電を切.入してコント□—ルします。 

■錦無しき動 OFF 機能 

鍋をタトずと光るノ ワーサインが緑色で点滅し、 

約1巧後に通電を停止しまず。 


■ ヴリル扉開閉お知機能 

グリル扉が開いた状態では、自動的に通奪を停止 
します。 

■ヴリル異常高温お知機能 

グリル庫巧の発义などによつて温度が [7 V 

異常に上がると、自動的に加熱を停止 

して異常表示でお知6だします。 一 


■ラジエントロツク機能 P 30 


5ジェントヒーター操作部タイマーキーを約2砂間 
押し続けるとラジエントヒーター□ツクランプが点口し 
□ツクとなリます。 

やけどや誤動作を防ぎまず。 


■才~-トパワーオフ機能 

蟹源「入」のまま調理しないが態で5分間放置 
された場さ、き動的に電源が切れまず。 

离温';主意ランプが点なしている場合は、5巧 
経っても切れない場合があリます。 


をヒ^夕一の同時使巧時の組みちゎせ例 


■総擊力が日. 8 kW ( 4.8 kW ) ^ 超えないように、をヒーターの最大义力を自動的に調節します。 
消費電力の切り替え！ ♦ P38 I 

■左ちヒーターとヴリルを同時使用した場含は左ちヒータ •一 の最大义力を自動的に制御します。 
[5.8 kW 設定時] 


左—夕 一/ ちヒーター 

うジェン化-》- 

グリル 

「9」(3 kW ) 

「8」（2 kW ) 

— 

— 

「9」(3 kW ) 

「7」 a 5 kW ) 

(1.2 kW ) 

— 

「9」(3 kW ) 

「4」(500 W ) 

- 

(2.1 kW ) 

「8」（2.0 kW ) 

「4」(500 W ) 

(1.2 kW ) 

(2.1 kW ) 


[4.8 kW 設定時] 

左ヒーター/ちヒータ' 

ラジエン比-夕- 

ヴリル 

「9」 (3 kW ) 

「7」（1.5 kW ) 

- 

— 

巧」 （2 kW ) 

「7」（1.5 kW ) 

(1.2 kW ) 

— 

「7」(1.5 kW ) 

「6」り. IkW ) 

- 

(2.1 kW ) 

「5」(800 W ) 

「4」巧 OOW ) 

りぶ州/) 

(2.1 kW ) 
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面表示邹 J 

ラジェントヒーター 
□ックランプ- 

オール□ツ クランプ- 


左ヒータ…表示部 


吸*排気□カバー- 
左ヒーター （ I H ) 

。マ—ク- 

〇印部4わ巧 
©鍋を中央に置く 
目をの表示マーク 
です。 


トッププ レー ト 
グリル焼さ網 

グリル受け皿 

グ U ル扉- 
ヴソル取っ手 



仁 I . . . ■ "か . …… .. -，な- 


I :ぶふ.い I n 

'.'! 蘇^!^^— 

、パ、、* ' ** 、、、 V, 、、、、、、、、、， •/'、け 々■、で^ ♦* '、、こ,、、：*,*、*义:シ、、んご、*^ム、、、，パ*、;，，と， 




g _ 


※天面を示部は IftB ちのため 
金点なのが態を示していまず。 

离温注意ランプ 


-グリル表示ランプ 


ち ヒーター 表示部 


ラジェントヒ—夕 


扉スイッチ穴 
ヴリル扉を開けると 
通擊を停止しまず。 


表示部 


ラジエントヒーター 
ちヒーター （ 1 H ) 
光るパツーサイン 
天面操作部 



藥源スイツチ 

頸源を入れるとさは、 

「ピツ」と鳴るまで押ず。 
已分間操作がない場台は 
靈源を OFF します。 

電源ランプ 

靈源スイツチ「入」で馬ホ了し 
「切」にすると消巧。 


光たンサー 


X イラストと勇巧はかし異な口まず。 







I 天面操作部 !I 


前面操作部 


1] 


ji 

管解殺， 

ぶ''な <■. 

V 


タニユー番号 
温度 • 時間表示部 


„ .. I け • 曲〇 

お ... wm MM* «M <mam mm MB iw ^mm 峡そ-.‘ 

f 炉藏觀疆驟 ssr 勝餐穀赛累11：寒^^^評爾 1 

r - 旷 X 山-1 r 1! A 1 1 _ I F " T ^ 


弓因困囚间 

. ' 


〔ヴリルヒーター操作部卜 



瑚 

音声方イド設定 


〔左ヒーター操作部 j > ゎ, ..' （うジェントヒ-夕-操作音み、 .1 ちヒーター操作部] • 


1 ぶ お ma " •■:■: L 二 — 

m 

画 

B 

m 




圈 


巧/入 


か T 卜 、’户でぶ,、、/;、、均化:、 J 、\ , か巧-_ " ぶ、V、ふ：、’巧か聞 

困田困困:困图团困鬧 



厂 、 




''追':■^•^^^バ心、;- 
斯なぶ:んベみ ぶ巧:で 


‘乃胖織 


齡: aaaayftwr 巧 .q 

器句^^^^^’*^'!^ 

■. 

!■ -. •ごん: •'.. 


1 

挥韶ぉぶ吉苗;;; 

.- - 


F みみぐ 作,/ 、'ぶ、が如;ぃ、 J 




；7 ?m 


ぶ、み、城 m 


巧游综礙 


msmmmsm . 


wm 


げん ;II •，ド 








( タイ7-キ ー） 

2秒 L ： (上の長押しで 
才ール□ツク 


C ラジェント□ックキづ 

2秒'な上の長押しで 
ラジエントロツク 


( 夕つ？ーキ ー ， 




欄画韶攀^ 


を嫁勞殘鑛 . 


な' 


.ユ ー : 




Q タイマ—: 






'ユ 


r 火力調節キ~) 

©強くなる 
® 弱くなる 

( 巧/入午— )• 

0 •目秒た(上長押し 


0火力調節キ； ) 

@強くなる 
@弱< なる 

( 功/入斗一 )■ 

0.5 秒じ1上長巧し 


( 义力調節キ 

@)強 < なる 
@弱くなる 

( 功/入午一 y 

0.5 秒 L ソ上長巧し 


r しを恩 I ! 

^< 5 iagBg gg? «Tr ?gtEmSyyrT egf 。 ぶ : a ； ぶ ， - -r---ltl-<,r.,, . . . .i -^—,-vr-l-— ,-n-r--rrT.-rn-rrr-nmri-r-r-,rrr.rrTf-rirmnlrll.-n- -rrm-nr-rr r n r i nr n.-r ■ r i r ■ r i r-i-■i r r ■i■ r r n ■i .11.11. JJ 

1 I 

•加熱中にを面操作部の®キーを約 5 秒間押し続けたとき、また水がついたり物が触れたときは、加熱停 I 
I 止状態に戾リまず。 i 

I •隣のキーにちをれないようにキー操作してください。憐のキーに魄れているときはキーををけつけまだん。 i 
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加熱調理（左ちヒ-夕 -) 



>- T 二' TT - T - •二-二..-… -V ニニ n ニニ-. . .二:1---こ’.'二.—.:こ.-；-. '1.;. ニニ：ニニ---.二…-".…… ..二 ■ . T 7- •二-二,:;…•ご三二 -.i •子.；-"!^則尸;7: !' 

■をちヒーターともに同じ操作方法となリまず か III J ………— 


〇鍋に材料を入れ、ヒーターの中央に置く。 
©電源を入れる。 

◊電源スイッチを「ピッ」と鳴るまで押して < ださい。 
•電源ランプが点'灯。 


!■ . 


す mMSS 續鎌 A 

霉源スイッチ 

WI で 一 

iiaiSn —奧源ランプ 


巧/え 


(切/入キ -■*) を押す 


强頭興^?造戀 


切/入 

1^9 


点な 

点滅 


(天面表示部） 


の安をのため、切/入キーを押しただけでは 
ヒーターに 通電されまだん。 

® 約1巧化上キー操作がない場合は、受付を 
取り消しまず。一操作しなおず。 

■「Kl MWri^| w — ••♦^ け ーー。* 的 *^=»糾。け：甲,_.が料邱 町 で門*, 广—〜 "が..'如化,,.'が'’.、广‘..’,"、"",,ぶ ^^ . ' ， い ' ■,, 止! が… W ■■•'み价 iWW 削イが 0'c 占地 なな な—： ,'::ご:：ヴ，。 巧., M 。 バ• な . か…= ごここぶこ:ユ:巧饰 ホ巧や州 


を^^: 


(义力調節キー）を押して义力を選び調理する伙力は巧ずごとに変わる） 

义力調節の目安 G ホ P 14 








® 光るパワーサインが点'な。 

® 自動的に义力「6」 （ LIkW ) でスタート。 

® 义力により光るパワーサインのを植が変わりまず。 

P 14 


巡 <BXM\ 


(天面表示部） 


{巧るパワーサイン} 


"1 化 " iiJHiiHliM … Tifiiir -|||--| 11 -111111 nil-111' 111 1 1 |»«■ » ■ »M " ぃ .■»■>^■w >~^»~ ~"'•cll»«■aw•wc ^gw7a=fi ； < l¢ ； »j g! i■■^ p s^i ； 5SM yja^f ¢ia■^^j ^ ^aa^>w■»««wu^>a■¢^L¢<»gJ¢w^♦»!^wgiro» <gwaas£=egag«gB ssigg~yy■>■wt~Jy y»?w a iw»w^»y■«= ! «■^■=g a^gagaB£a 化で ■•s 巧々记 が ■ 化 'W ■ vwf* i^»^w•^¢^¢ai»5¢as45M8^№ 田 rWr^ft ¥i*^^> ? JV■^wy■^ ド w■i ： ^^iy^ assasaiSgai^;»■i«■^ , ; , ■; ■ , | ■ l^ ^ ^ ^ ^ 

切从 

調理が終わった6麵（切/入キ ー) を巧す 


切从 



• ヒーターの遥靈を停比する。 


使巧後は、靈源スイツチを巧して電源を切る 
•電源ランプが消巧。 
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^ゾ。む調節®目女: il ※通常の炒め物、焼き物調理は义力「8」 （2 kW ) までで巧巧調理できまず。 


'. た .: が'': な 又'占お''''' 

r 义力巧弓琴'、 

表示 

mm 

巧 途 


光るバワーサイン 

9 

3 kW 

•沸騰 

€3 

8 

2 kW 

端を 常を煮なる 圓 


7 

1 .己 kW 


( Si ) 

6 

1 . 1 kW 

• おでんなどを < の靈を煮化む 
♦煮魚などのホ火料理 
* 卵料理ま少し弱め 

5 

800 W 

4 

日 00 W 

•カレー-ポタージユなど姑性の 
ある煮这か料理 

煮込か中は、巧料を数回かき酣る 


<r 綠舍） 

3 

30 OW 


無色） 

2 

200 W ネ目当 

1 

120W ネ目当 

•保漏 


X 左ちヒーターをとろ义（义力1または义力 2) で使用したとき「カチッ J といラ音が継続的に 
発生することがあ0まずが故隋ではあリません。 

※义力「9」 （3 kW ) で約10巧間使巧すると自動的に义力「8」に下がリます。 


1ごを意 [ 

1 


•フライパンの種類によつては、高温になリすぎて底面が赤熱して変形することがあります。 

义力を下げてご使巧ください。 

•み量の油を入れてそ熱ずる場合や予熱したフライパンに油を入れると、油の温度が急激に上がり 
発义するおそれがありまず。 

•ヒーターの义力び強い場含、鍋、やかんのおがによっては振動したリ、蒸気が勢いよく出る 
おそれがあリますので注意して<ださい。 

•かそ';十などをあたため直すときは、加熱前にかき混ぜ、加熱中もかき混ぜなが6調理してください。 

水や調理物を力日熱していると、突巧沸騰して飛び散ることがあリます。 



♦輩源を切っても、トツププレートの温度が約60で下になるまで「高温注意」の 
点滅表示を続けまず。 

本体巧部の温度が窩いときは、約30秒間ファンが回る場合があリまず。 

•使巧ずる鍋の底径がかさい(直径約1 2 cniW 下)では、基本的には使巧できまだん 
が、使える鍋の自動判定において、左ちいずれかの I H ヒーターでのみ 
使巧す能な場合があリます。 

•調理中、鍋の種類によっては「ブーン」が「ジー」などの其振音がすることが 
あ,）穿ォ 

•左ちヒーターを同時に使用した場合、共鳴して金属音がすることがあリます。 

• I H ヒーターの使いはじめに、本体内部にある磁力発生コイルか6においが 
出ることがありますが、ご使巧にともない出な<なります。 
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揚げ物調理（左もヒ-夕 -) だ* 


■をちヒーターともに同じ}裏 fF 方法となリまず。 
草 備 

〇付属の天ぶ6鍋に油を入れる 

• 500 g 未満の巧で揚げない(発义の原因） 

•必ずが厲の天ぷ6銅を使ラ 
@鍋をヒーターの中央に置く。 

© 電源スイツチを入れる。 

◊靈源スイッチを「ピツ」と鳴るまで巧して < ださい。 

•蠻源ランプが点な。 




^ 1^ (乂ニューキ ー) を巧して揚げ物を選ぶ 




の 光るパワーサイン(燈を)が点な。 

® 設定温度はき動的に「18 0」でに入る。 
©ゾ ニュー キーをま甲しただけでは、ま全の 
ためヒーターに通靈されまだん。 

の約1がん t キー操作がない場合は、受巧を 
おり消しまず。一操作しなおず。 



<[点巧 



快面表示部) 


乂ニユーは巧すごとに 
変わる。ぶ国の^ 

^揚げ物 

: 齒 湯沸かし 

';'' み ':'' ''' 



# 


(义力調節キー）を巧して温度を調節する(温度は巧ずごとに変わる） 

/.!! み:??で"っ 

\mMm 


ミくががが. 

で 

'm 

• 

. 

麵 


h 


※油の設定溫度は、140〜200でまで 
10でごとに設定できます。 


光るパワーサインは、 
ランプ色が変わる。 


設を温度によって、 



140 

150：^ 

160 ： 

；170 : 

180 ■ 

190 - 

200、 

混度 

巧1化で 

釣1がで 

巧1如で 

御70で 

糊如で 

御如で 

約2ので 






黯點鄙郵1がおお 


鋼 




難帶麗漸ち；那嗎 

mmmi 


理 




'm 游驗 

1ぶ醉ぉ詔 


の 




:如鮮單齊巧覃 



淺 




'響織 m，-;-- 鞭 A 



頸 



: 




心 ...…_ 




i _ 


J 




巧厲の天ぶ6錦で組 900 g を使った場合でず。 

詳し<は巧厲のクッキングブックを参照して<ださい。 


切从 

H 1 (切/入キー）を巧してスタ^卜ずる 


切/入 



* 設定温度表示が点滅に変わ9、(揚げ物表示) 
が点なし、ヒーターの通電を開始しまず。 
•設定温度になるとアラームが鳴リ、温度表示が 
点滅か6点巧に変わる。 


1設定温度までの所要時劇ま約8稍10おです。] 
[_ぶ設定温度180で、油還900狂の場合 1 


ii 4 #t 調理が終わった6瞧涵（切/入キー)を押ず 

、 隹 H 獻 瞧.— 

.?' 巧… W/X 


• ヒーターの 通電を停止ず る。 



使巧後は、電源スイツチを巧して電源を切る 
•電源ランプが消な。 




'光るパつ〜如ぶ 

定温度(で） 

1 \一ー ノ 赤色 

200〜190 1 

' 捂色 

180〜160 1 

1 、 ~緑色 

150-140 J 


—…獄捕 i 理疏端離れ南 

... _ _ _ _ _—... . 



I •そばにいないことを巧《人体)たンヴーが感知して I 
I 約7分 L ソ上経過ずると、安をのため油温度を 

自動的に140でにイを下します。 

•再び光 < 人体)它ンサーが人を感巧すると音声ガイドで 
操作手順を案巧しまず。 
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■ 揚げ物調理中はそばを灘れない 

炒め物、焼き物など油を使ラ調理をするときもそばを離れないで、 
加熱しすぎないよラに义力調節をしてください。 

■ 油靈は500 g ( 0.56 L ) 未満では調理しない 

油の靈が少ないと温度が上が I ；(ずぎ、义災の原因にな^；まず。 

■ 必ず巧属の天ぷら鍋を使ラ。 

巧属の天ぶ 6 i 同 L ソ外を使巧ずると、温度調節機能び正し<働かず、 
义おの原因になリまず。 

■ラジェントヒータ~で揚げ物調理をしない 

温度調節機能が正し<働かず、义おの原因になリまず。 




揚け'初調野の 一!、、, ♦揚げ物乂ニュ•■•を選巧してくださぃ。 

— 回に揚げる靈は、油の表面積の1/2程度が目安です。 

温度調節機能を正しく働かせるために、次のことをずリましよろ。 

■揚げ物調理ま、必ずぶ獄プ物乂ニューでご使巧ください。 

•鍋底が反ったり、変形した天ぶ5鍋は使わない。 

変おした場を战追加購入じてください。（お買いホゆの取扱店にご依頼ください。） 

■トツププレ'-卜を確認する。 

•ミちれていないこと。 

•ぶめているこど。 

■かのよラな油は使わない。 

•雖い油 

•何度も使って、揚げカスが沈んだり、茶掲色に濁った油。 

■加熱を始めたら、油を継ぎ足さない。 

他の I りヒータ^に移動さだなぃ。 


をら!田ユ古曲■: 

1ご注愚 f 

1 . . .. 

r 

•鍋底のミちれ、異物は取リ除いて < ださい。 

お願い E 

\ 

J -- 1 


I •ちをのため湯沸かしと揚げ物調理は、同時には使巧で言ません。^_^ 

! このような場合には、湯沸かしを通常加熱で行ってください。1-» P 13 1 
! f 一方のヒーターで湯沸かし中に、もう一ちでは揚げ物調理を受付けまだん。 
I また、一方で揚げ物調理中に、も 0— 方では湯沸かしを受がけません。 



•揚げ物調理には、タイマーは使えまだん。 


I •油の温度が設定温度到達後、巧料をたくさん入れると油の温度がお下し、設定温度表示が点滅表示！ 
! に変わることがありまず。設定温度になれば、再び点巧に変わリます。 i 

i •電源を切っても、トツププレートの温度び約60でむ下になるまで「高温注意」の点減表示を続けま I 
I ず。本体内部の温度が高いときは、約30秒間ファンが回る場合があリます。 1 

♦トツププレートが熱いときに揚げ物をすると、油の温度が設定温度より低くなったり、設定温度 i 
I 到達までの時間が長くなることがあリまず。（トツププレートを巧ましてか6使巧してください 。 ） I 
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易を沸かす （左ちヒーター）怕動湯沸かし 


^ンノな乂げ乂一分人みみ iyfeSS なみかさ夕みみ4みがかぶがいべ巧が^夕^..^ 




■をちヒーターともに同じ操作ち法となリます。 


释 孝, 


〇やかんや鍋に1〜 2 L の水を入れ、ヒーターの中央に置<。 

@擊源スイツチを入れる。 

◊電瓶スイツチを「ピツ」と鳴るまで押してください。 心 ':〜、 :—.ご.、'——:、' ^ 

♦壊源ランプが点ホ了。 

化.^'…，…‘‘:一 .た'’.'.….....早: . 

^ |^(乂ニューキー）を巧して 場 沸かしを 選ぶ 



圍 


2回ミ B ず I 

X トッププレートが离温の場合は、自動的に ' ，^- -- 

水盤設定モードに切リ替えます。 [_ ' _ pM：：：iV 

® 乂ニユーキーを押しただけでは、安をのため ，ホ邹） 

ヒーターに通爾されまだん。 

ゅ約1分);(上キー操作がない場さは、受巧を 
取り消しまず。^操作しなおず。 

1水置を設定するとき （ か憂設定モード） - X トップブレートの温賴こ関係なく設をび巧能です。 


(天面表示部） 


タニユ>•は巧すごとに 
変ゎる。.取画吗 

ぶ擲す物: 

み 

^湯沸かし 
去 

〇昏好-； 


冷 励屈 (义力調節キ ー） を巧して水摄を選ぶ （ 1し〜3 L ) 水還を2し；に 1 S 革レを螺を 

纖臟國囚圓 

み H (切/入キ ー) を巧してスタ-卜ずる 占胃こ 

藝臟圓圍 S 胃 

か入 

♦ 調理が終わったら^1 (切/入キー）を巧ず 

讀爸圍 * S 

• ヒーターの通靈を搔止ずる。 


(天面を巧部） 



-' ''J A " : v''.'"o* 一 , 一 *; 。 ; •.' 、，一 … v" *!« fiaasasaaaaFra?!7r?f^??^ 


^!(切/入 キ —） を押してスタ^卜ずる 

麵 .;. 苗.画圓國 


、 選を，、> ク W -'、";、 

巧るパワーサイン(ホを)が点な 、 r 

沸きあがるとアラームが鳴リ、一を時間保温した後、 
加熱を停止ずる。 

1途中で自動湯沸かしをおリ消ずときは 
I 國 W 入キ -) を押して麵を停止してくださし、。 




点巧 


(天面责示部） 


(巧るパワーサイン） 


w け ■^* 巧 i»<yt«w,Mw n <P««WiB CT*^^P^^g■W¢«■ l ■W ド巧 J =S^^^Jt ■ >jvW W« W«jtKag!Sg ab な ?ifi? な船ザ M=^yi■W . W . 亂 細幽出 U nl 胤 ■ 削 ^ ^ ^ 

切从 


b お湯が沸いたら麵（切/入キ -) を押す 


ヒ—夕—の通電を停止する。 






f 使用後は、耍源スイツチを押して電源を切る 
•電源ランプが消な。 




















呂勒場沸が t /機能を iE しく働か巧るために 


自動湯沸かし機能を正しく働かだるために、々のことを守リましよラ。 

■庭が平らで厚手のケトル(やかん）または鍋を使ろ。 ^ 

•底がをおレたケトル他かん)や鍋を使うと、沸瞧おが) 6だアラームが 〇 

0鳥らなかったリ、遅れて鳴り空だきになる場合がありまず。 户 

■1 トツププレートを確認する。 J 

•巧れていないこも^ . - 

■湯沸かしを始めたら、水を継ぎ足さない。 じ^ 

他の1りヒーターに移動さだなし、。 

S ぉ願い1 


•鍋庭のミちれ、異物は取リ踪いてください。 

■ちきのため湯沸かしと揚げ物調理は、同時には使苗できません。 

このよラな場合には、湯沸かしを通常加熱で巧ってください 。 {•¥ P 13 

f 一方のヒーターで漏沸かし中に、も5—方では揚げ物調理を受付けまだん。') 

L また、一方で揚げ物調理中に、もラー方では湯沸かしを受付けまだん。 J 

C 

sigsfigaagsssBiegggiaKssaassaai 

ご注意 II _______. . . . . . . 


•水量は、容器(満水容置)の約60%までにして<ださい。 

大きな鍋で3 L まででず。 ク eeee コ^ 

•ふきこぼれ P ち止のための適切な水靈は1し〜2 L でず。 

水靈設定モードで湯沸かし加熱をずる場含は、1し〜31_まで て ~X 
水靈設定が巧能です。 NJ \ 

♦ 1 L 未満の水を入れた場さは、沸臟のお巧6だが遅れて、 1み : . > ...J 

ふきこぼれたり空だきになる場合があ口まず。 心:ぃ;ゾ——^ 

. . . . . . . 

r 禁止！！ 

一 " 

•湯沸かし舶熱は水 IU タト(だし汁かスープ-ミルク）を沸かさないでください。 

满騰してふきこぼれたリ空だきになる場合があリます。 

•湯沸かし力0熱で焼き物-炒め物調理をしないでください。义力び強ずぎるため、 

鍋やフライパンが赤熱してをおすることがあリます。 

1故障ではあリまだん fl 

W. 

•ケトル(やかん)や銅の形がによっ口ま、沸騰する前に終了ずる場含があリまず。 

替_1キーで再度沸騰さだてください。 

•揚げ物調理後など、トツププレートが富温のときに湯沸かし乂ニューを選択ずると、安をのため 
水璧設定モードで動作します。一水蟹設定 P 171 

•輩源を切っても、トツププレートの温度が約 60° Cia 下になるまで「离温ミま意」の点滅表示を続け 
ます。本体内部の温度が高いときは、約30抄間フアンが回る場合があります。 

•湯沸かし力日熱は、义力3 kW で加熱するため、ケトル(やかん)や鍋の種類によっては、 

「ブーン」とか「ジーン」といろ音が少し大ま<な0ますび巧障ではありまだん。 
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I i H ヒーターで使えない銅やかさな 
銅で少靈を加熱するときに使いまず。 






® 禱 


暦手鍋が最適です 


〇鍋に巧料を入れ、ラジエントヒーターの 
中央に歷<。 

©靈源スイツチを入れる。 

◊電源スイツチを「ピツ」と鳴るまで巧してください。 
•電源ランプが点な。 



价— M ^~^qmw>w^ig3=!?^ P!!2ej=affia=aaa ： aaiaMiB3aa3tieeraBss ；； 3g<sK!iaSaSggs«sa!g a?ry^w i »yffy gage«»«M!aB«a<«;^i«J<e~igSM rtgw i gia«*gg 6gggsagsasaigjMaBJm! u' w w aw ww'.-iM,T i W tiw« w u^ w wa mJ"-‘ i «Ttit。。,"^^ 

切从 


響 H ( 切/人卜}を押ず 

三で ^^^^^^^ 

V 禁款 ': 售バ 1^ 

:、…"ぶ、 V 、: ’ ::…、こ 、,:""'。解締巡 HUBm 

地::辟.ぃ 1^ 

® はじめは自動的に义力「や」の表示が点滅。 
•安をのため、切/入キーを巧しただけでは 
ヒーターに通藥されません。 

® 約1巧 L ソ上キー操作がない場合は、受付を 
取り消します。一操作しなおず。 


义力 

弱寺|：^:強 

(天面轰示部) 


<{ 点が 

点減 J 


自動的に义力「や」 

(目 00 W ネ目当）でスタート, 


' I ., . '_ 一^ 一…が叫- 1., ,|"|- ■"山。，：。-., - W 婦 心';ん；。：;胸 I . ... '.''I l |.''|-' l ,-, l '-' .■^«»¢« c «■■^?^^ gyr ~^で■ゎ■=^!^が=«^ J 处 w ",。 Mca «^ P 。がぶ s ： gftg ： w ： iii « gam ^> wy ^¢■；^« T ^巧•沪が 。が巧 SasaSBafegaA が々 a 巧 サ巧巧邱'が y ;=;巧 ^…心:…。.。 巧巧巧巧^ 

yyuj (义力調節キー）を押して义力を選び調理ずる(义力は押ずごとに変わる） 


义力を「強」に設定した場合 


▼ 4 


® 义力表示が点滅か6点のに変わる。 

表示[弱 T や T ミ重1 強—与の 

义力 350 W 相当500 W 相驾1.25 kW -- 

---- (天面表を部） 

調理が終わった6^( 切/入キー）を押す 

響讓圓圍 M 




m 


• ヒーターの 遥蠻を停止ずる。 

使巧後は、電源スイッチを押して電源を切る 
•蟹源ランプが消巧。 

■ラジェントヒーターを使えないよラに□ツクすることがでまます^ラジェントロツク r *» P 30 

I ごミま意 i . . 一 _ 

•お手入れはやけどを P ちぐため、トッププレートが冷えてから巧つて<ださい。 1 

•調理やは、紙•プラスチック製容器など、燃えるものは近づけないでください。 I 

p«>y¥T^-i^^ i リ "》 i wf a>"iP«JiQ r-»a»~^^:«5fetsai f'TCTWwcyft?~fy«»yM <fy<» ! tyw c=g gff ^^ 

[ 故曠ではありまだん f | ... _ . 

I •火力が「や」「弱」の場合、通電をコント □-" ルするため、ヒーターが赤くなつたリ消えたりします。^ 
i •電源を切っても、トッププレートの温度が約60で W 下になるまで「窩温注意」の点滅表示を続けます。 
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ヴリルで魚調理をする前に 


yu 


培:^^織を苗を^^^^^^^^^^^減養^^^^^^^^ ^^^^^^^^ 


ra ji、—S X 必ず換気装置をご使南ください。 


ヴリル受け皿に水を入れる 

乘靈 U 。歌類レのどちらでわお使いいただけまず。♦水あジ 
水を入れても入れなくて屯出菊まえは同じでずので、 

お巧みによリ使し、分けてください。 ♦水なし 


受け皿のちれがおれやすい、煙が'ぶない 
水を入れる塌合はコッブ-~杯 （ 約 200 m 0 
入れすぎるとこぼれまず。 

水を入れる手間が、水をこぼずむ配が 
あ口まだん 


敏款體盛 


H グリル焼き網に油を薄く達る 

焼き網は、経年劣化や魚の種類によって<っつき 
やす<なる場合があリまずので焼含網に油を薄< 
塞ってください。 

焼き上が口後、巧料が焼き網に巧慶しに<く、 

お口出しやすくなります。 




田ヴリル扉を水平にゆつ<リ引さ出ず 

止まるまでいっぱいに引き出します。 



ち旧なを 
巧/皿/エ忌、 Is . 

ヴ U ル靡の 
ガラス部には、 

齒れないで < ださい。 
(やけどの原因） 




グ IJ ル受け皿 


，グリル辭 


國調理を開始するとき 

@ヴリル扉が開いた状態では安全装置が働き 
加熱しまだん。 

@グリル扉を閉めると、き動的に加熱を 
開始しまず。 L ………づ 

ヴリル驟\ 


ぶ巡レ琴觸絶静 r 

国調理中に開けにと言 

•加熱は一*時停止しまず。 

©グリル扉を1巧間開けた場合は、アラーム（ピ 
ピピ • • • 10秒間 ） が鳴り、をての動作を停止します。 


いぶ < 引さ出すと〜 
熱潔がこぼれることが 
、あります。 / 


圓はしをヴリル焼さ網と平巧に入れ、 

魚を軽<持ち上げる 

焼き網に付送した魚をはがします。 

焼き上がる前に魚をずらすとグリル焼き網に 
付酱しに << なリます。 


A ミ主意 


•調理中、調理後しばらくは、ヴリル扉部、排気□周适の外枠やトツププレートなどが高温に 
なっていますのでご';主意 < ださい。 

•ヴリル扉周进か6煙や水蒸気が漏れる場さがあります。（グリル扉は奧まで確実に閉めてください< 
•ヴリル調理をするときは、グリル受け皿にたまった脂巧や食品かずを必ず捨てて<ださい。 
(食晶のにおいが巧くことがあります。） 


。• 一. . . . . ■ …"ぶ—" .• … • … M." ■ "… . " •♦■■■•■♦■IKM。 一。か 


お願い 


>調理を開始してしば6くの間は、前回の調理でヒーターに巧いた脂が加熱されて、においや煙が 
おることがあります。ヴリル使巧時は必ず換気装還をご使巧ください。 

I 脂のるい魚を炼いたときは煙がるいため、調理後3 0秒程度待つてからグリル扉を引き出してください。 


I おな] 6だ :I 




I 調理中、魚の脂などび下ヒーターやヴリル受け皿こ落ちると、においや煙が出ることがあ口ます。 

>調理中、ヒーターの熱で庫巧の金属部巧が膨張•収縮して「ポン」と音がずることがあリます。 

>調理後、電源スイッチを「切 J にしてもグリル庫內の温度が离いため、約2分間フアンが回る音がします。 



















…―っで严„^ーー„〜 ... 


〇グリル焼き網を它ツトして調理物をのせる。 

〇グリル扉を剪まで確実に閉める。 

@電源スイツチを入れる。 

〇電源スイツチを「ピツ」と鳴るまで押してください; 
•蜜源ランプが点な。 

@ヴリル操作部を開ける。 




1^1 (乂ニューキー ) を押してタニユーを選ぶ 


ヴ y ル jt 居ま巧 


烧ま巧の前脚を 
手前化にする 


與まで押し茲む 


乂ニュ - H ま押ずごとに変わる。 


乂ニューを 1 に設定した場ち 


r ぶぶ-—，，^■8。芒ュ—<[点な1 

靠 11 瀑鑛 11 § 11 髮議 8 義議鑽繫讀班麵'逆藝讓麵麵瞬 グ〜广 ^ 


約1分公上キー操作がない場合は、受付を 
取り消しまず。一選びなおず。 


1を 焼を 
2切身/柳 


3 つけ焼を 


4 ヘルシ-フライ 


已ピ ザ 
6 焼きなず 


C 祖I) 


ijdiA] (义力調節キ ー) を押してれ上がリを選ぶ(仕上がリは押ずごとに変わる） 


乂ニューを 1 に設定した場合 




'み 



CMJ I LA ' 


点巧 


:ミ巧:;:をが游:だげ G 


pSO^sD 


仕上がり（焼ま加減）強、や、弱を選びます: 




^3#- 國（切/入キ -) を押してスタートする 

巧-顯蟹ぉ致嶺斑^駕苗强韶坦潭題释薄甄溝;驟驟禪强設醫盛歸这窗離靖雜を度粧巧; 

iii ® 11111 iiiiiifllllllllUliii 

轟‘... MMMMiB jgggjig 療 g 娜 

liiiiiliiililiiiiiiili 現霧騰遊 liiiigii 讀 

d .み•ぶ.二•ふ.み..•お;姑 •.:. 山•: V :':瓦 


.1 'ぃベ,,、か；；:る'、、ぶ 

:い < ^ ' i 




，… cH 


I を乂ニューの設定温度に達ずると残 U 時間を 
表示する。 

1残 U 時間は 1 お刻かで減0、 1 巧む下は 
秒表示に変わる。 

I 途中で自動調理を取リ消ずときは 
I 胃（切/入キ ー） を巧して 
<ださい。 


巧々がな y¢2^? ^ 视 t 3^ - 沒巧巧 站雌 な ^^3 化 J もダぶ : かお义 •^; ツ茂巧ぶ社心吐 山山巧ぉ地ぶ , ご , 占 fc^*i'■WJ■^wrB¢4^^«<^:^Vv^4 ム出 w■^ ’ ふ；くた .;;V • ?;9 ’ r と i ぉ沒ぶ ぉ ■ - j じ むこ； ^. y ^■ご^ にでで ご一 W || i ^¢■;■^ ^ S |>^ J ^■ iy ； l . ;.. u ;,.. t . u .• " ■ 、 ■■ , 


4 自動調理が終了ずるとアラームび鳴リ、 
自動的に通電を停止ずる 


-'■■■rti ~«~A>4J i a^' ; s& j» ^S i aa»asi&«^ a y _ii uq ^ta»a^~t?maa^j£fiS£Ss*iagra«45te5iSKSSg5<«i»i»eV^=»«:^i^：2；a^2«agasgaiB~；aK?iaia"ac3gsgaaa>g$m^<g；aH?g35asaaa5gSfeAj>^^x^fotory<；4^i9ss;^ss«sg55£g3g^3S!S：jsagsa;：；;gsssass3g^;as5£s^gsg；a£»aa&gga5；sggsapgay?^?^» f ：^?» ri ^<jasyg?j£sg?syg?gy???；5£：；ggs；：； » . 4^yi 4 =y?；^=gy：?ga y g? !^：;y 7<：>^?=r^~»^>^T? r?r?ri 


使苗後は、電源スイツチを押して電源を切る 
•霉源ランプが消な。 
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ヴリル自動調理乂ニユ ー 


■ 調理物の種類、大きさや数に合わだてイニューと仕上がリを選んでください。 
詳し<は付属のクッキンヴブックを参照ください。 




姿焼き 



3 つけ焼寒 


[塩蔵品ら j 

• 福さんま 


r よくお燥した干物] 

-ししやわ 
-ずるめ 


[/J、 さい干物1 

-いわし丸干し 
-めざし 






、一 . ..’" V ■媒，-巧み.，.ダ 


ヘルシーフライ 


巧祿 


市飯の天ぶら • 
フライなどの 
あたためなお 
「ヘルシーフラ- 
に:！一で。 



さんま 
かあじ 
ままかり 
かいわし 


かさいちの、 

靈のかないをの 


[1 皿御扫 Og] 

• 天ぷ6 [かをめ] 
野菜素揚げ各種 


(約7お） 


5ピザ 


話^^み' 





巨焼まなず 


〔かさめ I 


!靡:\ 


[200~300g] 


-あじ 
• さんま 
-いわし 
-はたはた 


r— 拖もの の切り身） 

-塩結-嶺さば 

r 干物 j 

-おじの開ぎ 
. かれいの一夜干し 


鴨リ焼き1 •ぶり 

(Si: 舊ゎら 

(を種じょうゆ激刊 
〔こうじ擲かさば 


[1 皿お 200g] 

エビフライ 
コ□ッヶ 
宰カシ 
鶏の唐揚げ 
春巻さ 
かま揚げ 
天ぷ6を種 
(釣9巧） 


巧蔵ピザ1枚 
[直径 25cmtU 下] 

ぶ凍ピザ1巧 

[直径25加む下] 


焼まなず3〜4本 
陋径4 -5 加 
[300 〜 400a] 

焼ま芋2〜3個 



r 大まめの生魚つ 

• あじ [1 如 gW 上3 
•いさぎ [3 舶 gLU 上] 
• li [如 OgU 上] 


r 生魚の切り脅1 

Af ■•■任丈 

• 3E 總 

-さば 
-さね6 





HI 


[1 皿 約 300g] 

‘とんかつ[大きめ] 
• 乂ンチたツ 
• フライドチキン 


(約10分） 


手造りピザ1枚 
[直语25011な下] 




[400-5009] 


》は調理時間の目安です。 
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ヴリル ( 手動調理) 


墜^^^夕^^ 




图 

SB> 




〇グリル焼さ網を它ツトして調理物をのだる。 

◊グリル扉を確実に閉める。 

@霉源スイツチを入れる。 

◊電源スイツチを「ピツ」と鳴るまで押してください。 
♦擊源ランプが点打。 

@グリル操作部を開ける。 


グリル扉が開いたが態では遇電しない。 





^ (义力調節キー）を巧して化上がリを選ぶ 

• 固囚キーを押すと、「手動」ランプと「強」のランプが点巧し、 
ヴリル手動調理となります。 


◊お巧かの仕上がり（焼き加減）「強」「中」「弱」を 
選択してください。 


• 切/入キーのランプが谋滅。 



•約1分 LU 上キー操作がない場合は、受付を 
おリ消しまず。一選びなおす。 

胃（切/入キー）を巧してスタートする 

•切/入キーのランプが点灯に変わリ、ヒーター通霉を開始します。 


Vi さ;''；' 


、拽中が、 


みを涵） 


1 


r ':;'', む ''ス巧 




藥 n 平 n 袭 ; ミ ; 




IT' l■ll ^ rl ■ l■ ■ r T^7rTTrrrrTffr~r~Tr T、T .. ; ~.'' rv ;. v rrrTT~rT~r~'.i' i. ■.■, ---— 



調理が終わった 6 


切/入 


(切/入キー）を押ず 



• ヒーター通靈を停止する。 

E5SS»3fig£E ； -.v^2rArf^g»iyas33SgasM»jyj»ssaasatfMemaaoS3«sias^ ： .wvv.;^^^^^ — _^ » • 一 な ■pw ； ■: >v< 

使巧後は、電源スイツチを巧して電源を切る 
•電源ランプが消け。 


([ 手動調理の义力 )1 


意を 

义力^ 

強 

1 . 8 己 kW 

や 

I . SkW ネ目当 

し弱 

850 W ネ目当 J 


♦調理時間は、調理物の種類•大きさ-数などによって 
里なりずず 

焼け具合を見なが6义力や時間を調節して<ださい。 
♦調理中は义加滅調節機能でヒーターがついた1：)消えた|；> 
しまずが故隨ではありまだん。 

♦調理中でを义力の変受はでままず。 

X 詳しくは巧属のクツキンヴブックを参照してください。 
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ヴリル（才ーブン調理) 



^与がえ-:ごぶぶ茂-.-:--こミ_ ザ-: 

t 靈备苗'^/：奈请; J - 


〇グリル焼き網をたットして調理物をのだる。 

◊ヴリル扉を奥まで S 奮実に閉める。 

@擊源スイッチを入れる。 

◊電源スイッチを「ピッ」と鳴るまで押して < ださい。 
•輩源ランプが点灯。 

@グリル操作部を開ける。 


>グリル扉が開いたが態では通電しない。 

いお/でか-.パ:ペ /if . •み: 4-. け一、か一 i •こ:'^-もが 一一,、-, ■一.、 - 


[^(才ーブンキー）を押してスーブンを選びます 

•自動的に180での温度設定に入口ます。 

® 區1函キーが点減。 






• - . - 

5_■ ムンーー。 

談‘立::==£ II 


~ - I 


国 


[aia (义力調節キー)を押して湿度を調節する 
«な]区]キーのランプが消巧し、タイマーキーのランプが 
点滅。 







□Bi 


® 約1せ iU 上キー操作がない場をは、受付を 
取り消します。一選びなおず。 

^围（タイ 7 -キ ー) を巧して時間を設をずか時閣强郎励ま巧ずごとに恐巧 1 

9タイマ—キ—のランプが消灯し、タイマー5ンプが点なし、 
タイマーの聽間菓 TT ： と ^51繼 j キ—のつンプが点滅。 

_10巧に設をした場を 


温瘦は巧すごとに変わる。 

130一 140一 150一 160一 180一 190 
づ200一 220一 240一 260一280で （ 11段階） 
詳しくは巧厲のクッキンヴブックを参照してください。 

^ M M M I ■, II-limp II t'l',1Mll'-"',',' | ' ^^~^^^^^^<^^^^^■^■^»^»i^^>|^■it■^i384www^^w。>;/w?w7Si«ga[aMa ^w;リ■卜v^;=で^° a gga5«3£gK« na tm?fS^!y?^；g£ T^r’yTO■^?"y^：^= ! = l ! k 3= li &a^ »■ «=s^ J38S 

困囚(义力調節キ -) を巧してタイマ-時間を設定する 

® 時間表示と、切/入キーのランプが点滅。 




變近攀襄を夕占全 LJ 


W 巧 ぶ脚做か ^ y 夕^-^ 巧か/^ユ で ■ I " w »< iwjire >» w » w »» w * ., ツ: y .‘. リ. 二’ ' 化が? ; ^ 巧师け：でが 巧が胸が巧 ww :; が出倘 Tfr ^ 巧=巧 ! …〜| ぶ^ 

胃（切/入キー）を押してスタートする 

® タイマー時間と、切/入キーのランプが点なし、 

ヒーターの 通靈を開始します。 



I r r iirri r - - ,1;,; 化。 ， . ' 。 . ，が一巧伴， . i ' , .;." ,."...— i ■?i^f■>i»<■»™^v7? ： ^ tf^1s; ； 1 f g7? j^ 叩ド … ザ ;, ：， =^■pM * わか产 りが ww か 3 ： ^^^pr^«g■»ia^<ag 

• 1 才ーブン調理が終了するとアラームび鳴口、 

' 自動的に通電を停止ずる_ 

1途中で才ーブン調理を取り消すときは'1 


途中でオー 

M (切/入キ ー) を巧して<ださい 。 J 

I ヴリルはご使用のたびにお手入れを I 

[ してください。 r *» P 32 1 J 

"""'1 II II I " ■! ..「 . . . - w>TPigggBMQ?»^»»«»»-w»»g«<. > » <w 、 * ' ^ ， B»im a!g ^'^h-w-»n.,'w.~^w w^~w a?..fwra u~i ag K r fflg= . ， :jy^T aa ga5a33S5a ! asaa i a 5 ： 

使巧後は、電源スイツチを押して電源を巧る 
•電源ランプが消そ了。 


時間設定時の刻か方 
むットでさる時間 


1巧刻か 
1巧〜45分 



途中で强定温度を確かめたいとまは 
を押す 

卜ぶこ::；' 1'; 二''': 5- 

が 0"^ 


載碟曝团回麵 

:.を.だを-;:韓ろ挺るぷ嶺ら.だががをお蘇がを沁みなな盛货;がぶみを 

• 設を温度をが] 5巧巧,宙滋表示しまず。 
その後、時間表示に码リ窗むリます。 

途中で数を温度を変愛したぃとまは 

殺定湿お確巧中に rv ii ▲ I を還ぶ 

RsPiilSSfe<i 

.韻 a ® 載 Mss ょ 

';、，、‘‘'•;、、、:、;、:、'、こ、、,''::、か'が、、''、’• 

. 'ベバ.一'^-ががが W が が i …… •■— い ■ S みみぶ 

を茂忠戚變;;西因禱 

I ，:、ん、 、、'•、こ.、,'、、ぶか >;■' k みか：•''•、 •:一'"'、ろ ' 1 - 二、；： 

• iS を湿度をが) 5 f 少間房滅表示しまず。 
そのを、時閒表示に切り替わりまず。 













































ク UJ レ（取り外し•取り巧け） (歹リル部がをえてか5巧う！ ) 

麵 : teff 1 


s ^ j 止まるまで水平に引ま出ず 



'獲 ヴリル受け皿と 

グリル焼き網をタトす 

ヴリル焼き網 

グ U ル受け皿 



ヴリル扉下部の佩ざねを押さえ、 
ヴリル扉上部を本体側へ倒し外す 





グリル扉を矢巧方向に 
カチツと音がずるまで 
動かす 




ヴリル受け皿と 
ヴリル焼さ網をのせる 


>グリル焼さ網の 
前脚をヴリル扉 
側へのだる。 



奥まで押ず 



ヴリル受け皿に、水が脂がたまっている場合 


①ヴリル到す皿を少、し持ち上げ、ゆっくりと 
9 0度回転さだる。 


②ヴリル受け皿の水や脂がこぼれないよラに 
ゆっくりと持ち上げて外ず。 
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パツキン(消耗品 ) を巧換ずる 

グリル扉のずき間か6煙が漏れ出したり、 

柔軟1生がなくなった6、パツキンを交換 
してください。 

パツキンは、お質いまめの取扱店に 
お問い含わだ < ださい。 

① をいパツキンを引っ張ってタトす。 

② 新しいバツキンの凸部をヴリル扉襲側の巧に 
端か6順番に完全に巧し込む。 

♦ヴリル扉が少し開いたが態では安を装置が 
慟き加熱しまだん。 

•バツキンのつけ忘れ、タトれや浮きがないこ 
とを確認してください。 

( ヴ U ル靡か 6 獲が出たり、自圆調理が 5 ま<でさません } 


ヴ U ルク U —ニンヴのしかた 

脱臭フィルター （ プラチナ魄媒）にがいた脂おを炼き切りまず。 

•脱臭フィルタ*- ( 内臓）は自動でクりーニングずるので通常のおま义れは必票あリまだん。 
• 1 G 回程度使巧のたびに「クリーニング機能」でお手入れをレてください。 


斷：ム:;-麵 


〇ヴリル受け皿、グリル靡を洗い本体に組み込む。 
® グリル焼き網はたットしないで<ださい。 

ヴリル焼き網のフッ素樹脂加工を傷めます。 

©藥源スイッチを入れる。 

0電源スイッチを「ビッ」と鳴るまで巧して<ださい。 
•靈源ランプが点灯。 

@ヴリル操作部を開ける。 



V ぶ . 


丽《お^ 

■"がみぉ邱综 甲- ， 


Imiiiiuiii 論《 ^藏 な 

瓣浑装 ;; i! ! 

が;'みみ柳；) 品强 如!掘壁 g ! \ 




がが,叶•'叫が瞬:^。 ， ：" … " ， ;： n が抑りごかぶ K が口:,，;で"口か巧*なが… wa •:...'•か かがななお が 


堕](タイマ-キー）を約2秒間撰巧しし、ヴリルクリーニンクを選ぶ 
®「 CL 」 クリーニンヴ表示が点巧し、切/入キーのランプが点滅。 

百を巧吉。结巧跑おお巧な的おを; 頭'脚热'巧苗 


馨 醒（切/入キー）を巧してスタートする 

お::.な.:みだX;.々ぶ:.:ががをが...:’::帯:..おみ^^^ 

臟離戀鶴鑛獅 I 鑛難鑛體鷄詔 B 難 


殺谋親驟類萬萬驾賴驢蜡 Vr ム ^') 

点ホ了 


•約10分で自動的に終了し、通靈を停止します。 

I グリル庫內が窩温の場合は、ヴリルクリーニンヴを 
連続し て使用できまだん。 _ 

途中でク リーニン ヴを取り消すときは I 
B (切/入キ ー) を押してくだをい。 1 


使巧後は、靈源スイツチを巧して遷源を切る 


擊源ランプが消'灯。 


ごを意 |1--- - - --— 一一---- - -- - 

I ® グリルクリーニングを巧〇前にヴリル受け皿は必ず洗つてください。 

I お手入れをしないと';ちれがこびりついて取口にく くなります。 

i •クリーニング中はグリル魔内の脂巧を焼き切るため、煙が出る場をびあります。 

1 必ず換気装置をご使用 < ださい。 

1 々クリーニンヴやはヴリル扉周ぶや排気□周辺のトツブブレートが窩温になつていますので 
I ごを慈ください。 



側部を 
囊凸し。 
扉ン巧い 
ルキにさ 
リツ々だ 
グパを< 
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タイフ—" （左ちヒーター•ラジェントヒーター） 

二'!ニニ班 T 芯二—猪载满マ塔辟ミ:’; 诏く^^^^^^を 茂巧"^常宵苦苦巧常す 1T で;然ち茲を安留 君巧祝調洗 ?^ ^^????^^ 

■左ヒーターに設定するとき(ちヒ —• 夕一 • ラジェントヒーターも同じです） 


麵… 


〇銅に巧料を入れ、ヒーターの中央に置く。 

@學源を入れる。 

•電源スイツチを「ピツ」と鳴るまで押して < ださい。 

• 蜜源ランプが点なしまず。 

tatSg ¢«« gaa ^« Bfta »■ WKma ^ K ■ Ua ! W <^■ a ^« v ^ g « fer ¢ Am ^ cUWAeK ^ fa ! J ■ Wll >^ JkJc ^^^» fafe ¢ !： ■ ntfA W bj ^¢ J te ! aB 8 gS ^! g ^ aa 3 agS 8 g « g £ gffiggagaSKi » « asa » aa ■ aiA ^^ 8 ^ a ^ u ,ム■^。^-^-«» ics 2 gggg ： 2 as <= g « gggggag »» gag ^ aag « aw № mg »«>:^ fflsgaISgiM ^ gaf ^^ a ^^»¢■¢ J ■ ¢山''… J — 

w/x 



電源スイッチ 
'電源ランプ 




(切/入キー）を押ず 


切'入 

嗎 


I 安をのため、切/入キーを巧しただけでは 
ヒーターに通電されまだん。 

I 約1巧 lu 上キー操作びない場合は、受付を 
取り消します。^操作しなおず。 



快面表示部） 


; で口攻巧で巧のな巧なの巧巧巧だ » 巧巧锅 «SSgaeaig^i^" 掛巧む w?■ 削が ww お iW お齡 w 細み w ^ii い , ■ イム ^w^w»■^}fe^u s^agagg8a8a!5i^s ： 6msimw 側 リ " が巧拓 • M ■^■aJ^J■^L 山 ■tA リ，ん ^^ 


imJuaJ (义力 調節 キ ー ） を巧して义力を 選び調理す る（义力は巧すごとに変わる） 

义力調節の目を 


« 




>光るパワーサインが点なします。 

I 自動的に义力「6 J (1.1 kW ) でスタート。 

I 义力により光るパワーサインのを巧び変わ口ます。 



•〔山点な I 


pi ^ 1く天園表不部） 



がが agg«? Mf 泌、が;みおな はぶみの a: が; i が:;が:脚。祖 V ! M ; ;, ; がん ■ ，"ぶ ; 


诏 •■: ，化ゴ : ム y ■ ごごでてごだ巧 ^^ yai8i° ぶな g«Bsa^-v お；； ; W 一 " W む W なホ；二： … ;, ム ぶ化が と占なむ ; 


^ lil (タイマーキー）を巧す 
◊タイマ— 設定時間 「0」 が点滅。 


1時間10巧に設をした場合 
を！ H ヒーター 左 I H ヒ** ■* "夕一 


(义力調節キー)を巧して 
時間を它ツトする 

タイマ- 

(タイマーキ ー） を押ず 
◊タイマー設定時間表示が点滅から 
魚なに変わり調理タイマーがスタート。 
(なお設定時間它ツト後、約5秒間綻過 
すると、調理タイマーが自動スタート） 

◊設定した時間を表示し巧り時間は 
1お刻かで減リまず。 

(1 巧 W 下は秒表示に変わりまず。） 

◊タイマ„が 終了す るとアラ—ムが鳴リ、 
自動的に通電を停止すミ 


点灼 


i=> 


5 m ) 


I アドバイス I! 


、 j w か, tssa ff む.•.化ぶ一占 ■ sgsaasa 


し. 


义力調節キー 
また、1時間 L ソ上の時間 




己。 


:苗:.进苗卜一法！堂;々::堂堅をぶが 

題; 

义力 

たツトでまる時間 

左ちヒ~夕一 

9〜4 

1分〜3時間 

3〜1 

1分〜5時間 

,ラジェント 

強•や•弱 

1分〜99分 J 




) を巧し続けると設定時間ほりみ方)が早く変わリまず。 


を設定する場さは^を押す方が早<設定でままず。 








(天面表示部） タイマー時間終了時 


•' ：_•'••'• ••ご:...;.: •• v . WiV .. •::. V .....'.、 

時間誌定時の刻かち讓霞霸 

をち ヒーター 

1〜30分まで 

1分刻み 

30分〜1時間まで 

已分刻か 

1〜5時間まで 

10分刻み 

ラジェント 

1〜99分まで 

遺りみ， 



4 P14 


途中で調理タイマーをおリ消ずときは 

ホ巧- 

H (タイマーキ ー) を押してください。 


^06 
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手動調理 

中:；,..::......: T 万 7:,.. 


タイフー（ヴリル 


IWifi 


〇グリル焼言網をたツトして調理物をのだる。 

•ヴリル扉を確実に閉める。 

@靈源スイツチを入れる。 

e 電源スイツチを「ピツ」と鳴るまで押してください, 
•電源ランプが点なしまず。 

©グリル操作部を開ける。 


ふ•ぶぶな S みん w.sv •. 。けふこ.，,•が W な " ベ . •—'< • か.、. 一一 .- 一 ' V 一 •. マぶ - 一 •..■ が••：ご V" 、を •• れ .■ 、一 _ 



^(义力調節キ —） を巧して化上がリを選ぶ 

® 国因キーを押すと、「手動」ランプと「強」 

のランプが点巧し、ヴリル手動調理となリます。 

® お好かの仕上がリ（焼き加減） 

「強」「中」「弱」を選巧してください。 

® 切/入キーのランプが爲减します。 




賴卵曙涯賣讓 HiiilP 


お卑沒 





® 約 ■! 分 W 上キー操作がない塌合は、受付を 
取口消しまず。^選びなおず。 

— ,1 " " , 1 、 ■■■■^ . ―^ w * " の aM 夕啤 s;; ； !agga!aa!^as»*»«^■№!№WSgSffiaag gM^w■^ 一巧 ^^=^» が ■^W ^ が =^^i>i¥¢a¢iMi ： ^ がお 邮巧 • , 。々 WW リ '^> ¢ ■ * =a¢SaiaaaaS S^S?^'W' が J=…f: 呵 i 期が a が が ^ . 11 II ■■■〜■■'-- TTTTTT fTTTrrrwTTf"— VII , III "1 …… 


^胃（切/入キー）を巧してスタートする 
® 切/入キーのランプが療なにをわリ、 
ヒーター通緩を開始します。 



'續黨壽壞嫌露 h ';: みみ:.^^^^^^^^^を左がぉミ J をぉ 
、 -. 、’ ' 药中が > . 

ぶ V ぶ な為 を、':.‘'/:、 V '、’' fW 1 ii 彌 'イホ単’備 



ゴ：：：】 - : 二 *"****"■— *〜|ル',"*** **************° ^"が< ************ *1口 *** ,' 


タイマーを選ぶ ( 10|タイマーキーを押す） 





時間ををツトずる （ 1^ 


キーを巧す） 


‘ 巧し続けると設定時間朔か方 ) が早く変ねリます。 
I 它ツトできる转間蝴日熱開始から最大 29 分です。 



U U C ——|■^ «^^^g^J¢^g^yy^|^^a^y^t«^«c¢■ a|KpM^■»3CT KW»Mi^ ■»»;^gc■^;■^;««°w^<>»¢aaaBa» ; ai■!¢ < u^ ¢ ^^aB^ j jjy ^ ^ B ¢ ! a ¢!| r^ }l ■’ けげ 7V• が ホ x^WH ~^ な w ~aSiJS¢ggaag= »>>•^f»•^^^¢r^^*•^ Z g^SSS agSW^Sg??"?=^^^ かの 》 ■a«iKag^s«^^ii^^<^^^^^J^4 ^*^V^^^^ 。が ^^^^™»i^i^ ^^ | リおム tf*W , l^lBl 化 1i iaW^B^^^eea«^1ga^WW»WfrT^Trl- 广 -^~^"»— "W.l— .… W.U II.I.I III I rT , -,- 


タイマーをスタートする （ 团おタイマーキーを押す） 


す 

グ>：：>^2觀 


•約已秒間経過すると自動スタート。 

•設定した時間を表示し、残り時間は1巧 
刻かで減る。 （1 巧]:^下は秒表をに変わる） 

•タイマーが終了ずるとアラームが鳴り、自動的に 
遥電を停止する。 


遂やで調理タイマーを取り消ずときは 
H (タイマーキ ー） を巧してください。 

グ u ルはご使用のたびにお手入れを 

して< ださし、。 r * P 32 1 

時間設定時の刻が方 1 ^ 1 巧刻か 
たットできる時間 1 巧〜 29 巧 
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ノフ — iA 





6 種類のアラームがそれぞれのが態をお巧らだしまず。 


アラームの種類 

アラー ムのが態 

アラームの種類 

アラーム のが態 

ピッ 

操作部のをキーを操作したとま 
(加熱開始など） 

ピピピ… 

エラー表示とともに鳴る（連続10秒間） 

ピ ー 

加熱停止操作-設定辭除操作を巧ったとき 

ピビッ (10 秒間） 

銅底が窗混になつたとき 
安をタイマーび作動したとさ 

操作部の各キーを受け付けないとま 

タイマー時間終了のとま、グリル自動調理 
終了のとき、自動湯沸かし終了のとき 

ピピッけ回） 

揚げ物で設定温度に到達したとま 


HpILpil ■ •、 ♦ ■ 、• 

hmmmmi - - ■… ■ 

■■■■il m ■ 

I ■ . 








■本システムの音声ガイドは、あくまでも補助的な機能です。 

安をにご使巧いただくためには、この説8另蠻のを意事項および操作ち法をよ<お読かの5え 
お使い < ださい。 

■本システムの音声方イドは、または^^ 

製品!出荷時は^^^^に設定していまず。 


へ設定変更できます。 


音芦ガイドの設定変更は、をて①ヒーターを「切」にしてか6巧ってください£ 
音声ガイドの設定変更操作やは、他のキー操作はをけ巧けまだん。 


星傷撒 

〇電源スイツチを入れる。 
@ヴリル操作部を開ける。 



‘ スた一 :^ クか ''..< ： y 产 W'’ る);。； y, い,-み' 

し…；………… も 




ホ■因ががが： aggajgg ななな巧•:•がな i » w - 由 。。な:^ ぶ化心 での本の; 山《：み ご田班 egaagg が; 


!ae«m«a8asc»gai«a5Btas;»ataKgaa?«336ess>»*a«5aaafgaMg3TOg；5aaKa5igts5aaBEas?ts»»a^WCT 


Ip 圃（音声キー）を約3抄間巧す 

•音声ま示「2」が点巧し、函國キーのランプが点滅します。 

(製おお荷時の初期設定は、標準モードの音量2 ( 標準)の設定です。 



約1分 ULh キー操作がない場合は、受巧を 
取リ消しまず。一操作しなおす。 


^»s^»ssa;sa5ia8sagasBaast»aMiiiiihpir^fwviiii»rf8tfM'g<a^aj^»»atffigagaaeagaftaa^^ 

I 夕因囚キーを巧して、音齊乃イドの標準モード(音憂3〜1 ) 又は注意モードを選がしまず。 

音声は巧すごとに変わる。 


I因函キーび消なし、音声キーが点滅します。 
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□ツク機能 


-ニニ-二‘:二.."..、こ—::二:_ T . 





® 電源スイツチを入れる。 

• 電源スイツチを「ピツ」と鳴るまで押してください。 
• 電源5ンプが点巧しまず。 


才—ル□ツウ(チトイルドロック》 


ラジェント □ ツク 


* 小さなお子様のいたず6防止や誤動作を防ぎます。 

® すール日ツクを設定すると電源スイツチの「切」 
「入」操作じ又タトは、操作でまな<なりまず。 


々やけどや誤動作を防ぎまず。 

• 3 ジェントロックを設定するとラジェントヒ-夕- 
のか使巧でまな< な U まず。 


ロックをずるとき 


國タイマーキー【す-ルロック2秒巧し)を約2秒間押す 

タイマー 

画^!^^ 


感 


'が二た 


— 


ネール[]1的2^^し 

® 才ール□ツクランプが点灯します< 


I ;撒絡中は 



窗溫を廬 


^ _ ) 

才-ル 

ぶ 3 

グリル 

□ック 

□ツク 

三。—參 

〇 

〇 


3ジェント□ックキーを約2秒間巧ず 

圓瀑圍圍:圓 


バ)2勘?し 

® 國ラジェントロックランプが点灯しまず。 



窗逍'ま廬 


〇 

才ール 

ぶ） 

グリル1 

□ック 

〇 

□ジク 

… ^1 

J 


ランプがぶな 




□ツクを解除ずるとき 



闕タイマーキーは-ル□ック2秒巧し)を約2秒間巧す 

タイマー 

議画 


弊な;^儀 


巧 


も:を筵戲燦殺殺;游豪ミ象る 
钱錢殺據然:が姑を：綾薇 

，立 - 一 二 ’ 



S 



才-此□が2動 

® オール□ツクランプが消なします。 


ラジェント□ックキーを約2秒間巧す 


誤 



tr02 溯し 

0國ラジェント□ツクランプが消巧します。 



称溫を豫 


〇 

才ール 

ぶ） 

グリル 

□ジク 

□ック 

〇 

〇 

〇 



离遇を慶 


〇 

才-ル 

〇。〇 

グリル 

□ジク 

□ジク 

〇 

〇 

〇 
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お手入れ 


まをにご使用いただくため点検-お手入れをしてください。 




，谷ふち.み"-/巧^£ぶと]^な'二,-,左み;^^^^::;密もご;,占,みぶミぶ;を結^^^占^^^^還ご 


A を苗 


0 必ず電源を切り、高温を意表示が消えて 
十分に冷えてか6巧う。 

(がけどの原因にな ij まず） 



排気□に水を入れない。 

(やけど、感電、けがの原因になリまず） 



お手入れは、使巧のたびに巧う。 
( 発煙や発义の原因になリまず） 


本体部•大か6を浸 たわし、を属たねしやベンジン、シンナーは使巧しない(表西を傷つけます) 

,... . .. . . . ぶ 



操作部 


グリル部 1 L 尊前面 


軽いミちれ 


絞つたふきんでふき取つてくだをい。 


C - iin ~~~ 1 

台所巧中性洗剤でふきおって < ださい。 
酸性*アルカリ性の強い洗剤 ( 漂白剤など） 
は使わないで < ださい。（変色の原因） 


( 取1：)に < いミちれ ) 

液体クレン ザー などを少靈つけて、 ラッ 
プやアルミ道などを丸めてこすリ取って 
<ださい。 


ラップや 
アルミ遼 


あ巧クレンザー 
(クリームタイプ） 


• 乾いた柔6かい巧でふま取って< ださい。 
* 酸性‘アルカリ性の強い沸剤は使わないで 
ください。（故障の原因になリます。） 
•水にめ6さないでください。 

(故障の原因になリまず。） 


•本体から外し、か洗いをした歡乾いた柔らかい 
巧で水気をふさ取って < ださい。 

•お手入れ後は必ず本体にたット 
してください。 

• ご使巧のたびにお手入れをして 
<ださい。 

(放置するとミちれが残リます） 


ク 

突起部む准側に 
なるように tz ット 
して<ださい 




こ使巧のたひにお手 


入れをしてください 


P32 I 


薄めた台所巧中性洗削で 
ふきおつて < ださい。 
(放歷するとミちれが残0ます） 
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■お手入れは、電源スイッチを切リ、グリル部がぷえてから巧つて<ださい。 

{ やけどの原因になりまず） 

■ヴリルは、ご使巧のたびにお手入れをしてください。 

■お手入れをしないとミちれがこびりついて取口に<< な口ます。 

か; ちれが残ったまま使巧ずると、発煙-発义の原因になります。 


( ヴリル庫内(フッ素樹脂加工）） 

グリル扉及びグリル焼さ網、グリル受け皿を 
おリ出し、レールを引き出して、極内底面の 
油ミちれをふさ取って < ださい。 

グリル扉の取り外し方法〔み戶25 

® 摩巧のミちれがひどいときは、絞ったふきんで 
軽<ふきおってください。 

♦強くふきますと塞装が傷むことがあリまず。 

が laaaa— 内 H 脚川 1, 1 i i i i ■■ ■ ■iii 

i グリル受け皿(ホー□-加工 ） J 

庫内か 6 取口出し、ヴリル受け皿にたまった 
脂がなどを搶ててください。 

0中性洗剤を溶かした水につけ、スポンジタワ 
シなど桑6かいもので洗つてください。 



司 

[み 


( グリル焼き網(フッ素樹脂加工） 

水に簿す、ミちれを湿6だてか6薄めた台所巧 
中性洗剤とスポンジで洗つてください。 

«スポンジのナイ□ン面は使わないで<ださい。 
( フッ素樹脂加工がはがれることがあリまず） 





_この天ぷ6鍋には「耐熱塗装加工」を施していまず。_ 

•薄めた台所巧中性洗剤とお湯で洗って<ださい。 ニニ\ ^ 

•たわしやみがき粉（クレンザー）は使巧しないでください。 

( 塗装がはがれまず） ^— 

揚げ物調理むタト 

•鍋底の異物やミちれをおってください。 には使わなぃ 

(油温を正しくコント□ー ルできないことがあリます） 

•洗い終わって乾いたら銅の內側に軽く食巧油を塗って<ださい。（さびることがあります） 









次の表示がでたとま 


■下記 W 外の表示び出たと苦は、 
お買い求めの取巧店にご連絡<ださい< 




奪 巧踩藻脚颗巧 ': 巧 r で 




■安を機能が働くと「ピピピ . リとアラームが鳴って、々の表示でおミ日らだします。 

表示内容をご確認 < ださい。 


r~ft —を — ^ 


■避1 ■ 1 


品 


温度過昇防止（揚げ物‘湯沸かし調理） 

•油置や水靈がかない場合や、銅が空焼さで 
鍋底温度び異常に上がった。 

•油置や水靈は、定堡範囲内 
で調理を巧って < ださい。 

BUS 

•鍋底やトッププレートに異物やミちれが 
こび1：)ついている。 

• 異物や巧れを取リ除いて 
<ださい。 


rSSh ) 

H 10 

グリル異常高温検知 

•グリル庫内の発义などで温度が異常に 
上がった。 

•すぐに電源スイツチを切っ 
てください。 

♦炎が消え、温度が下がって 
か6グリル庫内を掃除して 
<ださい。 


103 

Era 


揚げ物異常検巧 

•付属の天ぷら鍋と異なる鍋で揚げ物調理を 
した。 

•付属の天ぷら銅をご使巧 
ください。 

光るパヮ-サィン egg ) 

吸*排気□目詰まり検知 

•を右ヒーター使巧時に、吸 • 排気□わパーを 
ふさいでいるため、本体内部の温度び高く 
なった。 

•吸-排気□カバーをふさいで 
いるものを取リ除き、お手 
入れをして< ださい。 

光るパワーサイン^ 

/ / …、、 

鍋無し自動 OFF 

•鍋を置いていなし、または使用やに麵の位憂が大きくずれた。 
•使巧やに鍋を外した。 

•鍋をヒーターの中央に 
置いてください。 

•使えない鍋を使巧している。 

• 謁底の直径例々かったリ、麵底搬っているものを使用している。 

• 1 H ヒーターで使える謁を 
ご使巧 < ださい。 

506 

V 

• 電源輩圧が異常におい(約160 V 未満)の場合。 

♦お貫い上げの販売店に 
ご連絡ください。 

J 


•表示内容を確認した6、擎源スイツチを「切」にして処置を巧ってください。 



L 巧り1_|ヨミ]1_巧ヨ」し!ら印1_!]叫1 niji 門がのエラー表示が出たときはちヒータ ー M (切/入キ -) を巧すと消えます。 


左ヒーター 


\ E3 り I の？ I にお I に目日お刊垣巧1の ei のエラ—表示が出たときはをヒ-夕一圓 ( 切/入キ- } を巧すと消えます。 


ノ ; I f 1 L • . よ^^ . . 


巧3(]因 3^14] 日114目日|14吕川4目引のエラー表示が出たとまはグリルヒータ ー M (巧/入キ —） を巧すと消えます。 


ラジエントヒーター 


—w 乂 

poll eo ] のエラー表示が出たときはラジエントヒーター幽（切/入キ -） を押すと消えます。 


製品を体 


[§ 曰ち ] 3 || 5 刊 | 5 巧 115 ] 目 I ち ] で のエラー表示が出たときは電源スイッチを「切」にすると消えます。 

上記の表示が出たときは再度通聖を巧い、同じ表示が出た 6 お買い求めの取お店にご連絡 < ださい。 













































故暗かな？と思ったら 


が腾と思ラ前につぎの巧容をお調べいただき、それでも直らないときはご使用を中止し、 
靈源スイッチとブレーカーを「切」にしてお買い求めのお汲店にご連絡ください。 

V--- - --- 


し香古梦. =- 啜藻憂硬が；.頭巧をが荀 ’:': 


痛 状 

原 因 

( 

処 置 

使っている途中で 
通靈が切れた口 
义力が変わる 

•天面操作部に水や調理物が巧戀して 
し、る。 

ES ^>- 

• 水や調理物をふさ取って < ださい。 

©蠻源、スイツチを巧り、再度霉源スイツチ 
を入れ直して < ださい。 

キーを押してを 

©專巧固路のブレ-わ-が落ちている。 

ESS^^l 

® ブレ-わ—を入れてください。 

操作でさない 

0電源スイツチが「切」になっている。 


® 電源スイツチを「入」にしてください。 


電源を「入」のが態で5巧間放慶する 
と才ートパヮーオつ機能が働く。 




® 才ール□ツクしている。 


® □ ツクを辭除してください。 

(30 ページ参照） 

ラジエントヒーターが 
使えない 

©ラジエントロツクしている。 

こ！ > 

® □ツクを解除してください。 

(30 ベージ参照） 

左ちヒ-夕-調理中に 
光るパワーサインが 

- 、こ 

® 吸.排気□わパーがふさびれている。 

も^^ 

\] C 5 Z 3 l Jj ~ 


©□及.排気□カバーをふさいでいるもの 
を取リ除いてください。 

® 吸-排気口たバーにたまっているホコ 
リを取リ除いて < ださい。 

左ちヒ-夕-調理中に 

® 錦をのだていない。 

巧^! ► 

③鍋をのだて < ださい。 

光るパワーサインが 
点滅している 

C & ミ於 

、// 、ん 

一^ / / tATv \ 虑- 

@1 H ヒーターで使えない鍋をのだて 
いる。 


® iH ヒーターで使える鍋に入れ替え 
て < ださい。 （7 ぺージ参照） 

® 使用中に鍋を外した。 


® 鍋を t H ヒーター中央へのだてください。 

/ / …、、 

® 使用やに鍋の^立®が大き < ずれた。 


® 鍋を！ H ヒーター中央へ歷き直してください。 


•鍋の底の直径びかさかったリ、錦底 
が反っているものを使巧している。 


•鍋底の直径は12〜 26 cni のもので錦底 
の反リが 3 mm 未満のちのをご使巧く 
ださい。 （8 ページ參照） 

使っている途中で、 
ピピッ•••（10抄間)と 
アラームが鳴リ 
ヒーターの 
通電が切れる 

•最終キー操作後一定時間が過ぎると 
自動的に通輩を停止ずる。 

X 切0ちれ P ち止機能 
左ちヒーター：約45巧 
ラジエントヒータ ー ：約45巧 
グリル：約30巧 


«再度牛一を操作して < ださい。 

長時間の煮这みには、タイマ--を 
お勧めします。 


し巧1%ぶ J _1 にジ主'—て— 


を 状 

原 因 

1 

処 歷 


天面操作がでまない 

•手袋や指サックをしてタッチ操作を1 
している。 


• 素手で操作をして < ださい。 
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古夕暗かな？と思った 6 



症 が 


使っている途中で 
义力感がな<なった 

•炒め物調理などして、鍋底温度が 
異常に上がリ、自動的に义力がコント 
□—ルされた。 

※温度過昇巧止機能 

複数の ヒー ターを 
同時に使ラと 
•义力び弱くなる 
♦义力表示が下がる 

•総消變藥力を超えた义力で複数の 
ヒ—ターを使おうとしている。 

「切/入 J を押しても 
「ピー」と鳴ってキー 
操作を受け付けない 

•総消費靈力を超えた义力で複数の 
ヒーターを 使おうとしている。 

左ちヒー ターの 
义力「9」が 
使巧でまない 

• どち6かが揚げ物調理または湯沸かし 
中に使おラとしている。 

• がめ物や油調理をした直後など、 

トツププレートの温度が高いときに 
使お5としている。 

をちヒータ -- の 
义力「9」を 
使巧やに义力表示び 
変更されている 

•使巧時間が10分を超えた。 

•炒め物や油調理をしたため、鍋底 
温度が高温になった。 

左ちヒーターでの 
調理に時間がかかる 

• 「 i H 巧」と表をしている±錦を 
使巧し、！ Ht -9— が高温になった。 

•鍋底に異物が巧着している。 

また、トツププレートが巧れている。 

•鍋底がそっている鍋を使巧している。 

同じ鍋でも左ち 
ヒーターで 义力が 
異なる場合がある。 
また、使巧で言る 
場合とでさない場合 
がある。 

•鍋底（トツププレートに接する面）が 
小さいものを使田している。 

•鍋の巧質が1 H に使巧できない 
ものを使巧している。 

L . - 


処 置 


•そのままご使用<ださい。 

銅底温度が下がると自動的に义力び 
強< な u ます。 


^ •総消費電力を超えないよろに、义力を 
自動的に制御します。 

(10 ページ参照） 


•义力を下げるか、ラジェントヒーター 
またはグリルヒーターを切つてくだ 
さい。 



«をむヒーターを同時に使用する場をは、 
安をのため後か6使用されたヒーターの 
蟹大义力をき動的に制御します。 

(10 ページ参照） 


参> •もう--度、义力調節キーにより义力 
[_ 「白」にしてください。_ 

•炒'め物や油調理は、义力「9」を使巧 
しないで、义力 r 8」 W 下で調理して 
<ださい。 


♦化'め物*焼き物の予熱時間は長くしな 
いで調理してください。り〜2分で巧分) 



• ±鍋は 「I H 巧」と表をしていても 
使わないで < ださい。 

(7 ページ参照） 


♦鍋やトツププレートのお手入れを 
してご使巧 < ださい。 

• 使える銅をご使用ください。 

(7 ページ参照） 



•鍋庭のそ口が 3 mni 
ご使用 < ださい。 

3麵ホ髓 

未満のものを 

l-\XJ 


1 



♦鍋底び大きいものを使巧してくだ 
さい。 

• I H ヒーターに適合しているが質の 
鍋を使巧して < ださい。 

(7 • 8ぺージ参照） 
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症 が 


をちヒーターを 
使巧やに鍋か6 
音がする 


本体内部の音が 
大きくなった I ) 

ルさ<なつた9する 


電源スイツチを 
「切」にしても 
音がする 


ヴリル調理後电 
運乾音がする 


グリル使巧中に 
ヴリル庫巧か6 
音びずる 



音声ガイドが 
聞こえない 


原 因 

( 

処 置 

•銅の種類により、挺力線が麵自体を 
振動させるため、その振動で発生ずる。 
•鍋底の薄い銅やホーローの密疆び良 
くないホー日一鍋などによっては、 

「ブーン」や「ジー」などの音が発 
生ずることがある。 

また、取っ手に振動を感じることが 
ある。 

^異常では友〇まだん ) 


•鍋の位歷をず 6 したリ、履き直して 
かてください。 

音が止まることがあ口まず。 

9麵底の薄い鍋は交換ずることを 
おすずめしまず。 

•左ちヒーターを同時に使用したとき、 
銅の種類によっては「キーン」と 
いラ共鳴音が発をすることがある。 
これも、磁力線により鍋が振勤ず 
るため。 

( 異常では友まだ:ん) 


® 鍋のイな屬をず6したり、置き直し 
てみて < ださい。 

音が止まることがあります。 

め左ちいずれかの义力を調節して 
<ださい。 

©をちヒーターをとろ义 （ 义力1または 
义力 2) で使用したとき、「カチッ」と 
い5音が発生ずることがある。 

( 費常ではあまだん) 


® 故障ではありまだん。 

そのままご使巧ください。 




® 器真本体内部の部品を巧却している 
ファンが义力に応じて2段階の遮転 
モードに切リ換わっているため。 

( 異常では友ま芭ん 


® 巧陋ではあリまだん。 

そのままご使巧ください。 




® 器具本体巧部の溫度が离い間は、部 
品をぶ却しているファンが作動する。 

( 異常ではおま甘ん1 


めそのままにしておさます。 

温度が下がるとき動的にとま口まず。 

® 脱煙フイルターについた脂を焼き切 
るため规媒巧ヒーターと排気フアン 
が動ずることがある。 

( 異常ではありません) 


•そのままにしておさます。 

しばら<すると自動的にとまりまず。 




® 金属部品が加熱-冷却によリ膨張- 
が縮して 「ボコッ」や「チリチリ」 
とい5音げ発をずることがある。 


•巧障ではあリません。 

そのままご使巧ください。 


原 因 


処 置 



•音«「1」または 「 Oj 注意モードに 
している。 


•音青ガイドの設定をご確認ください。 
(29 ページ参照） 






古如章かな？と思った 6 


ミ^^^ 


こな.:^ 


夕 y 獻 


症 が 


原 


因 


グリル使巧途中で 
通輩が切れ、下記の 
表示が点滅している 


H 10 


グリル異常高温檢ミ日機能が働いて いる, 
グゾル使巧後や連続使用時は受け皿 
や焼き網に残った調理物及び脂分び 
発义してグ U ル庫内が高温になるこ 
とがある。 


グリル調理やに 
排気□か6煙が出る 

•調理を開さ台してしば6<の間、前回 
の調理でヒーターに巧いた脂が加熱 
されて煙が化ることがある。 

^pfmmwmomau^ i i ,, 一 iWnniVn …。の、 

1異常ではあリまだん） 

• 魚の脂などがヒーターの上などに直 
接落ちると、瞬間的におや煙び出る 
ことがある。 

{ 異常ではありません^ 

ヒーターが ついたリ 
消えた U ずる 

•ヒーターの入-切をき動で衍い 
乂力をコント□—ルしているため。 

受け皿に水を 
入れないで焼< と 
煙が多い 

•ヒーターについている脂巧などが 
焼けるため、受け皿に水を入れて 
焼くときより煙の墨はをくなリまず。 

C 羣敏侣’ 

症 が 

原 因 

自動湯沸かしの 
アラーム音が沸とう 
ずる前に鳴る 
沸騰してち鳴6ない 

•やかんや銅の材質-水靈.水温など 
によリ、お知6だアラームが早< 
なつたり遅れて鳴ることがある。 

ラジェントヒータ-が 
周期的に赤くなつたリ、 
消えた口ずる 

•弱义-中义で使巧やは、ヒーターの 
A - 切を自動で巧い义力をコント□ール 
している。 

天ぶら鍋(巧厲品)の 
'垄装がはがれる 

•ミ由以外のものを沸かしている。 

ヴ U ル扉や 
前面操作部の 
周囲から 
風が出る 

•ぶ却フアンび作動すると、吸•排気 
□カバ ー W 外に、前面部か6も風が 
少し出ます。 

( 異常では街。ま e ん") 






処 


置 


I 々の姐置をしてく ださし、。 

① ずぐに電源スイツチを切る 

② 日及-排気□カバーの左側（ヴリル 
排気部）をぬれたタオルでふさぐ 

⑤ブレーカーを切る 
X をが消元るまでヴ IJ ル扉を 
開けない 

④炎び消え、温度び下がってか6 
グリル庫巧を掃除ずる 
•受け皿や焼き網に残った調理物- 
脂分を取リ除いて < ださい。 


>そのままご使巧ください。 

>グリル使巧時は、おず換気装歷を 
ご使用ください。 

(20 〜24ぺージ参照） 


そのままご使巧 < ださい。 


グリルクリーニング機能でお手入れ 
をずると、少、な<なリます。 

(2 目ぺ—ジ参照） 


処 


歷 


•やかんや鍋の水量をもラー度 
ご確認 < ださい。 

(17- 18ページ参照） 


•そのままご使巧ください。 


I 専南天ぶ6鍋をお買いホめください< 


そのままご使活< ださい。 







アつ々—サ 



辕潛夕織女 


卷課馨と狸葬に言し、で—…—— 

この機器には別添の保証雲が巧いています。 

•保証塞は、お買いまめの販売店名-お買上げ年月曰などの記入をご確認のラえ、 

内容をよ<お読かいただいたあと大切に保管して<ださい。 

•保証期間は、お買上げ曰よリ1年間でず。 

修理を佑棘されると言は 

34〜37ぺージの「故障かな？と思った6」を見て、もラー度ご確認ください。 

ご確認のラえ、それで电不都含な場さあるいは、ご不明な場合はご自分で修理しないでお寶い求めの 
取扱店またはもよりの「お客様ご祖談窓口 J (別紙)にご連絡<ださい。 

なお連絡されるときは、下記のことをおがらだください。 

f 1 . 品番およびを夕腾または異常の内容(できるだけ詳し <) 

2. ご住所、お名前、電話番号、道順(できるだけ詳しく） 


® 保証期間中の修理 

保証蠻の記載內容によリ、一定期間、一定条件の电とに無料修理いたしまず。 

詳しくは、保証馨をご變ください。 

® 保謡期間が過ぎたあとの修理 

修理によリ使巧できる塌合は、お客様のご要望によリ有料修理いたします。 

詳しくは、お買い求めの酿売店またはもよリの「お客様ご相談窓口」（別紙)にご相談ください。 

• 一•.一 -- ,w，. ... . . . 一. — — ，-.-マ'一 ，.— 一 :、.叩ゴ-ぶ.ツ "1；^ なごへ‘ぺこィジた与,"•一か W: -巧之■"巧をツ"が夕ぞ:ツ"一でででで巧でごで^; 

r 補修箱性寫鶴 B 藐を龍窺觀 .....' 蠢， r . がん》 地孫 ' 為^^ 

この） H クッキングヒーターの補修巧性能部品は、製造巧ち切リ後、6年間保有していまず。 

補修巧性能部品とは、その製品の機能を維持ずるために必要な部品です。 


アフターサービスのお問いをねだ 

修理に関ずるご相談な6びにご不明な点などは、お買い求めの郎売巧またはもよリの「お客様ご招談 
窓□」（別紙)にお問い合わだください。 


仕お 


r トッププレート幅 75 cm タイプ T トッププレート幅 60 cm タイプ 

コロ _ 番 … — 334HTX(S) I 1 H-334TX 旧 ） • ！ H-334TX ($) 

毒 源 をネ 目 20 0V (50 —60Hz 巧巧 ) _ 

消 — 酱 — 電—力 _ 5 . 8 kW 4. 8 kW ( 切リ替えな ) _ 

_ をも _ ヒ —— 夕 — 3 kW ( 1 2 0W 相当〜 3kW• 9 段階調節 ) _ 

5 ジ了 V トヒーター 1 .25kW (3 日 0W 巧当〜 1 .2 5kW- 3 段階調節 ) _ 

~~3 リル 2.15 kW (3 段階調節 ) _ 

—lii ~~ i ~ 力 0W ( 舉源スイッチ「切」のが I 態）（才ートパワーオフ機能 ) _ 

大きさ（約 liX 奧巧き X 高さ） 74 8niniX549nimX229nim 1 598111 mX 549 niiiiX 229 mm 

，リル ! _ 大きさ （約） 幅 250 讯用 X 奧巧き 307 mm _ 

を|| j ヒ-夕-までの高さ（約） _62 mm _ 

質置（重量）（約） 23kg _ L _ 22kg _ 

鳥げ物温度調節（約） _ 1 4 0〜2 0 0 で - 7 段階調節 _ 

擊 源コード 3. 已 誦 2 3 芯キでブタイトケーフル _ 

舉源プ ラヴ 3 極 2 5 0V 3 0 A ( 1 極接地 ) _ 

i m~~ sh l^• 天ぶら鍋 x1 個 • 取扱説巧雲 1 冊 • 設置説目月蠻 1 冊 * クッキングフック 1 报 j 

※ をちヒーターの最大义力は、鉄 • ホ ~JD— 鍋を使った場合。 _ 

消費靈力の切り替元について 

本製品は、総消費輩力を 5.8kW ( 工場出荷時の設定） -A.SkW の 2 段階に切り替えることができまず。 

ブレーカーの容靈不足などで、ご使巧上、不便があるときに選べまず。 

X 詳細はお取扱郎売店へお問い合わせ < ださし、。 _ J 


ヴリル大きさ 

(約） 

焼 

網ヒ-夕-までの高さ（約） 

質 

置（重量） 

(約） 

揚げ物温度調節 

(約） 

耍 

源コー 

K 

電 

源プラ 

ヴ 

巧 

属 

00 


※天ぶ6鍋を追加購入の場合は、型靈 ：I H — N 1をごを文ください。 


型式ホ記：4觀兢顯祝> 












愛情点検1 

女長年ご使用のクッキングヒーターの点検を/ 

口 

こんなをがは 
ありまだんか 

• 

• 

• 

• 

• 

トッププレートがひび割れた。 
異常な臭いがしたり、煙が出る。 
運おやに眞常な音がずる。 

巧却フアンが回らない。 
その他の異常や故障がある。 


じ(上のよラなをがのとき 
は、使用を中止し、故障 
や事故防止のため、必ず 
お買いホめ巧に点検をご 
相談< ださい。 


•お客さまメモ 


>お買い求めの際に記入しておいてください。 
修理などを巧頼されるときに使利でず。 


广品 潭 


お買い上け年月曰 


お買いホめ販売店名 


電話 （ ） 一 


株巧舍な ZM m • 

本社•工場干9目5-8510兰条市東新保7 -7 

TEL (0256) 32-21 11(大巧表) 
ネ白崎工場 于94日— 0817柏崎市ま巧 2-58 

TEL (0257) 23— 5175り t 表） 
長岡工場 〒940 - 1146長岡巿下を面詹ノ浦10 6 9 

TEL (0258) 22-2121 (巧表） 


因嫂 

3AC36P1D3-08100(0910A ) 置鷄 












